
上野原市埋蔵文化財調査報告書 第 1集

山梨県上野原市

市内遺跡発掘調査報告書

2006

上 野 原 市 教 育 委 員 会



上野原市埋蔵文化財調査報告書 第 1集

山梨県上野原市

市内遺跡発掘調査報告書

2006

上 野 原 市 教 育 委 員 会



西ノ原古墳石室全景



ｉ
猟
蠣

う弁1襲
イ夢 4′ 「

・

鉱裁

牧野遺跡出上の煉瓦焼成窯全景 (南 から)

窯中段 (西から) 窯床面状況 (南から)



序

上野原市は、平成17年 2月 に上野原町と秋山村が合併して誕生した新市であり、

緑豊かな山々と清流に恵まれ、山梨県東の玄関口として大きな役割を担っています。

上野原市には有形無形の文化財が数多く知られています。周知の埋蔵文化財包蔵

地と呼ばれる遺跡の数は162ケ 所にのぼり、さらに未知の遺跡も推測されています。

旧上野原町、及び上野原市教育委員会は、こうした遺跡の内容を把握するとともに

遺跡保護と開発工事との調整を図るため、国 。県から補助金を受けて試掘調査を実

施してまいりました。

本書は、この調査結果をまとめた記録報告書です。この中には、縄文時代の集落

跡から明治時代の煉瓦焼成窯に至るまで貴重な調査成果が収められており、先人た

ちが歩んでこられた数千年の歴史の一端を垣間見ることができます。幸いなことに、

これら遺跡の一部は、関係者のご努力で現地に保存されることとなりました。

最後に、これまでの調査にあたってご協力いただいた関係者、関係機関並びに調

査・整理作業に携われた多 くの方々に厚くお礼を申し上げるとともに、今後とも埋

蔵文化財保護に関し市民の皆様方のご理解とご協力をお願い申し上げます。

平成18年 3月

上野原市教育委員会

教育長 網 野 清 治



例 言

1.本書は、山梨県旧上野原町及び上野原市内で実施された埋蔵文化財に係る調査報告書である。

2.調査は、文化庁・山梨県の補助金を受け、平成 6年度～平成17年度まで実施された。

3。 調査は、平成16年度まで上野原町教育委員会が実施し、平成17年 2月 13日 以降は町村合併によって誕生し

た上野原市教育委員会が実施した。調査組織は次頁に記した。

4.本書の執筆・編集は社会教育課社会教育担当の小西直樹が行った。

5.調査に当たり、地元区長を始めとする住民や地権者、関係事業者の方々からご協力をいただいた。

6。 調査から本書の作成までを通して、つぎの機関・諸氏のご指導・ご教示をいただいた。記して感謝申し上

げます。 (敬称略 。順不同、職名は調査時)

山梨県教育委員会学術文化財課、山梨県埋蔵文化財センター、帝京大学山梨文化財研究所、坂本美夫・

森原明廣 (山梨県埋蔵文化財センター)、 宮澤公雄・平野 修 (帝京大学山梨文化財研究所)、 北村真一

(山梨大学)、 奈良泰史 (山 梨県都留市役所 )、 杉本正文・福田正人 (山梨県大月市教育委員会)、 室伏

徹 (山梨県勝沼町教育委員会)、 国見 徹 (神奈川県大磯町教育委員会)、 松崎元樹 (東京都坦蔵文化財セ

ンター)、 小野田滋 (財団法人鉄道総合技術研究所)、 田宮美弘 (株式会社第三開発)、 清野利明 (東京都

日野市教育委員会)、 金子祐正 (全国赤煉瓦協会)、 中村三郎 (陶芸家)

7。 本書に掲載した遺跡の調査成果は、これまでに各種の刊行物他において報告がなされてきたが、本書の内

容と相違がある場合は本書をもって現時点での最終報告とする。

8。 本書にかかわる出土品・記録図面等は、一括 して上野原市教育委員会が保管 している。

凡 例

1.本書に転載した地図はつぎのとお りである。

遺跡位置図 :国土地理院発行の 5万分の 1地形図

調査地点図 :昭和56年国土地理院の承認を得て調製した 5千分の 1地形図

第58図 :明治43年 陸地測量部発行の 5万分の 1地形図 (上野原)

2.遺構・遺物図版

(1)遺構の縮尺は図版スケールに明記した。

(2)遺構図の「240m」 といった数値は標高を示す。

(3)遺物の縮尺は下記を基本とし、図版スケールに明記した。

土器・石器・鉄製品 1/3。 大型石器 1/6。 小型石器 2/3。 煉瓦 1/4。

3.試掘溝の上層断面図は模式図である。

4.表

(1)石器の法量のうち、長さ・幅については実測図の縦・横で計測したが、横刃形石器・石匙のみ実測図の

縦を幅、横を長さとして計測した。いずれも最大値を示している。

(2)表中の法量で ( )内の数値は残存値を示す。

0 色調の判別には「新版標準土色帖」 (日 本色彩研究所色票監修 1988)を 利用した。
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第 I章 上野原市の埋蔵文化財

第 1節 上野原市 の位 置 と遺跡

上野原市は山梨県東端の県境に位置し、平成17年 に上野

原町と秋山村が合併 して誕生 した新市である。

市域は関東山地や丹沢山塊に囲まれ、面積の約 8割が山

林で占められる。市の中央部を桂川 (相模川)が流れ、支

流の鶴川・秋山川の沿岸に狭小な河岸段丘地形が点在する。

桂川と鶴川の合流地点に市内最大の段丘面があり、国道20

号 (旧 甲州街道)を 中心に市街地化されている。

市の東側が東京都槍原村や神奈川県津久井郡に接する地

理的要因から、古来より関東地方との関係が強い。近世に

は江戸・甲府・信州を結ぶ甲州街道の宿場が 4宿置かれ、

桂川の水運とともに東西交通の要衝地として栄えた。

市内の遺跡は河川沿いの段丘面や緩斜面地に多 く分布し

ており、現在までに162カ 所が確認されている。遺跡の時

期は縄文時代が最も多 く、弥生時代は極めて少ないが、続

く古墳～奈良・平安時代にかけて多く見られる。中世の城館や砦跡も比較的多く分布している。

第 2節 調査状況

上野原市は首都60km圏 内に位置し、JR中央線や国道20号・中央自動車道などの交通網が発達している。

こうした交通の利便性による民間開発に加え、生活環境や農林業の基盤整備など種々の要因によって開発工事

の件数は多い。遺跡調査の大半は、このような工事の事前調査として実施されている。

旧上野原町においては、平成 6年度以降、国・県費の補助による遺跡試掘調査を実施し、遺跡の状況を早期

に把握することで開発工事との調整を図つた。また、1,000m2を 越える大規模開発については、工事予定地に

おける遺跡の有無や範囲を把握するための試掘調査を実施し、遺跡の取扱いに万全を期した。こうしたシステ

ムは新市に引き継がれている。

上野原市の遺跡台帳は、過去の分布調査 (旧上野原町域は昭和47年実施、旧秋山村域は平成 3年実施)を も

とに作られ随時更新されている。旧秋山村域の場合、平成 3年度の村誌編纂事業に伴う遺跡分布調査で、遺跡

数が従来知られていた数の 2倍を越え、39遺跡の存在が明らかになっている。市内全域においては、いまだ知

られていない遺跡が4H当数あるものと考えられることから、試掘を含めた遺跡の確認調査を今後も積極的に推

進する必要がある。

第 1図 上野原市の位置
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番号 遺跡名・地点名 所 在 地 原   因 調査期間 調査内容 調査後の取扱い

1 関山遺跡。第 1地点 上野原字関山823-4 個人事務所建設 6。 9.1～ 2 試掘 工事実施

関山遺跡・第 2地点 上野原字関山823-5 個人住宅建設 8,8。 28 試掘 工事実施

野田尻 I遺跡 野田尻字背戸378他 個人住宅建設 6.9。 19-10。 1 試掘 本調査 (記録保存 )

大野字上ノ久保地点 大野字上ノ久保6053他 埋立て 8。 3.26 試掘 工事実施

桐原字向山地点 桐原字向山13893他 県立自然の里建設 8.7.29´V8.1 試掘 工事実施

田代遺跡・第 1地点 鶴島字田代3034 個人住宅建設 8.11.21´ V22 試掘 工事実施

田代遺跡。第 2地点 鶴島字田代3107-1他 給水用配水池建設 16.11.16 試掘 工事実施

狐原 I遺跡 新田69-5 携帯電話基地局 17.12.12 試掘 工事実施

7 狐原Ⅱ遺跡 新田22-1他 町道建設 8.12.4-6、 9.1.28 試掘 本調査 lH己録保存)

塚場吉墳群 上野原字塚場1002 集合住宅建設 8.12.9 試掘 工事実施

沢渡Ⅱ遺跡 桐原字沢渡10737他 県道改良 9.5.6～ 7 試掘 工事実施

桐坪遺跡 桐原字桐坪6116他 農道改良 9.9。 1～ 2 試掘 工事実施

11 新井遺跡 上野原字新井4511他 宅地造成 9.9。 18-22 試掘 現地保存

原・郷原遺跡。第 1地点 西原4666他 農道改良 9。 10,6´ヤ13 試掘 本調査 信己録保存 )

原・郷原遺跡。第 2地点 西原字向井4399-1他 携帯電話基地局 11.2.24´ ヤ25 試掘 工事実施

牧野遺跡。第 1地点 四方津字ノジノジ795 個人住宅建設 10。 9,8 試掘 工事実施

牧野遺跡。第 2地点 四方津字牧野道下424-2他 大型店舗建設 11.2.22 試掘 工事実施

後野遺跡。第 3地点 四方津字牧野道下407他 大型店舗建設 12.11.2´ヤ12.15 試掘 現地保存のうえ工事

根本山遺跡。第 1地点 上野原字新町1364-1他 分譲宅地造成 10。 10。 2´-11.13 試掘 現地保存のうえ工事

根本山遺跡・第 2地点 上野原字新町1391他 道路建設 11.6.29、  7.1 試掘 工事実施

根本山遺跡・第 3地点 上野原字新町1334-2他 分譲宅地造成 13.11.26 試掘 工事実施

根本山遺跡・第 4地点 上野原字新町1435-1他 個人住宅建設 14.5。 13 試掘 工事実施

黒ノ木遺跡 鶴島字黒ノ木3283-12 会社保養所建設 10。 12.24 試掘 工事実施

西ノ原古墳・第 1地点 大野字西ノ原5372 不時発見 11.4.26´ヤ6.22 現況確認 現地保存 (史跡指定)

西ノ原古墳・第 2地点 大野字西ノ原5404 分布調査 12.2.21-28 試掘 現地保存

山風呂遺跡 上野原字山風呂原5354-1他 住宅取付け道路建設 11.7.28 試掘 工事実施

18 用竹神戸遺跡 桐原2367-9 役場支所建設 12.3.9 試掘 工事実施

中群遺跡 西原1159他 林道改良 12.9,6 試掘 工事実施

人間々遺跡 上野原字人間々3832-1他 新庁舎等建設 12.10。 30´Ψll.6 試掘 本調査 (記録保存 )

東大野遺跡 大野宇熊野前1341-1 集会所建設 13.12.17 試掘 工事実施

裏大越路遺跡 上野原字裏大越路7806他 老人介護施設建設 15,3.3-6 試掘 工事実施

寺畑遺跡 上野原字寺畑4014-7他 分譲宅地造成 15,9,16´ -18 試掘 現地保存のうえ工事

24 当月遺跡 四方津字当月979-1他 店舗建設 15。 9。 29´ヤ10.ユ 試掘 現地保存のうえ工事

荻野遺跡 大野字下ノ原5422他 給水用減圧槽建設 15。 12.8 試掘 工事実施

上野原字大道地点 上野原字大道2391-1 分譲宅地造成 15,12.15 試掘 工事実施

桐原字井太奈地点 桐原字井太家3966他 県道改良 16.6。 16 試掘 工事実施

上野原字エビ沢地点 上野原宇エビ沢360他 分譲宅地造成 16.9。 22 試掘 工事実施

上野原字下新町地点 上野原字下新町654他 分譲宅地造成 17.8.18 試掘 工事実施

東区遺跡 鶴島字反保1855-3 個人住宅建設 17.9.2 試掘 工事実施

第 1表 埋蔵文化財調査一覧
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関

関山遺跡は桂川北岸の河岸段丘面に位置する。昭和62年

の発掘調査で、縄文時代早期の集石 1基、及び中期後葉の

竪穴住居址 1軒、配石 1基 などが検出された他 Q)、 時期不

明の上坑や小穴列が数基検出されている0)。 今回報告する

調査地点は 2ヶ 所で、いずれも遺跡北側の畑地に位置する。

(1)山 梨県埋蔵文化財センター調査報告第36集 『関山遺跡 I』 山梨

県教育委員会1988。 (2)上 野原町埋蔵文化財調査報告書第2集『ナ|1合

遺跡・関山遺跡』上野原町教育委員会1989

第 1地点

調査 目的 個人事務所建設に伴 う試掘調査

調 査 地 上野原市上野原字関山823-4

調査期間 平成 6年 9月 1日 ・ 2日

調査面積  8m2(対 象面積146m2)

概  要

建設予定地に 2m四方の試掘坑を2ヶ 所設定し、深さ1.2mの ローム面まで人力で掘削した。この結果、

構・遺物は確認されず、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

第 2地点

調査目的 個人住宅建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市上野原字関山823-5

調査期間 平成 8年 8月 28日

調査面積 8m2(対象面積375m2)

概  要

建設予定地に 2m四方の試掘坑を2ヶ 所設定し、深さ0。 7mの ローム面まで人力で掘削 した。この結果、

構・遺物は確認されず、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

ぐぐ入ダ

逹塩

泣返

効

第 4図 調査地点

第 3図 遺跡位置
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関山遺跡第 1地点土層

1 表土   客土。ローム塊を多 く含む。

2 暗褐色土 粘性・締まり弱い。

関山遺跡第 2地点土層

1 表土   耕作土。

2 暗褐色土

lm

0        5m

第 2地点

第 5図 調査区平面・土層図
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調査目的 個人住宅建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市野田尻字背戸378他

調査期間 平成 6年 9月 19日 ～10月 1日

調査面積 48m2(対象面積1,570m2)

概  要

野田尻 I遺跡は仲間川南岸の河岸段丘面に位置 し、縄

文・弥生 。平安時代の遺物散布地である。調査地点は遺跡

西側の畑地に位置する。建設予定地に2m四方の試掘坑

を12ヶ 所設定 し、最深1.2mの ローム面まで重機掘削機を

併用して掘 り下げた。この結果、基本層序は表土・黒褐色

土・暗褐色土・ローム層であった。遺構は縄文時代の竪穴住居址 2軒が暗褐色土中で確認された。遺物は遺構

を中心に多数の縄文土器 。石器が出土した。このため、翌平成 7年度に発掘調査を実施した (上野原町埋蔵文

化財調査報告書第 7集 『野田尻 I遺跡』上野原町教育委員会1998)。

第 6図 遺跡位置
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第 7図 調査地点
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第 3図 調査区平面・上層図
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7
住居覆土 住居覆土

L
野田尻 I遺跡土層

1 表土
2 黄褐色土 整地層
3 暗褐色土 礫 (2～ 3cm)・ 炭粒・磁器片を含む。
4 暗褐色土 粘性・締まり弱い。
5 黒褐色土 粘性・締まりやや強い。橙色・黒色ス

コリアを多く含む。報告書 (1998)の
第Ⅱ層に該当する。

褐色土  暗褐色土を斑状に多 く含む。
暗褐色土 粘性・締まりやや強い。黒褐色土 。ロ

ーム土を斑状に含む。報告書 (1998)
の第Ⅲ層に該当する。

暗褐色土 硬質。炭粒・橙色スコリアを含む。下
層に黄自色粘上が堆積する。lm

第 9図 調査区土層図

第 2表 野田尻 I遺跡出土遺物集計表

試掘坑
縄文時代

奈良 。平安時代 近世以降
土  器 石  器

A 3(早期 1・ 中期 2)
2(ス クレイパー

チャー ト課↓片)

1(土師器 )

B 1(打製石斧)

C 3(中期 2・ 後期 1) 3(打製石斧)

D 1(打製石斧) 3(陶磁器)

E 2(中期 1・ 後期 1) 6(陶磁器)

F 5(陶磁器)

G 1(中期 ) 1(陶磁器)

H 3(中期) 3(陶磁器)

I 59(中期58。 後期 1) 6(打製石斧) 3(陶磁器 2・ 瓦 1)

」

K 1(中期) 1(土師器 ) 3(陶磁器 2・ 鉄釘 1)

L 5(中期) 2(陶磁器 1・ 鉄鎌 1)

合計 2
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出土遺物 (第 10図 。図版 1)

1～ 12は縄文土器。 1、 外面に沈線文、内面に条痕文、胎土に多量の繊維痕。早期後半 。鵜ケ島台式。 2～

11は中期後半・曽利式に比定される。 2、 条線地に波状只占付文。 3、 縄文地に波状買占付文。 4、 沈線区画の縄

文地に沈線文が垂下する。 5、 沈線区画の刺突文地に縦位・曲線的な沈線文。 6。 7、 条線地。器面は黄褐色

で、内面は吸炭のため黒褐色を呈する。 8・ 9は深鉢の無文口縁で、 8は頸部に沈線。10、 浅鉢。内外面は丁

寧に磨かれ、一部に赤彩が残る。11、 壼型の有子し鍔付土器。12、 注口土器と思われ、胴部は球状を呈する。内

外面は丁寧に磨かれ、沈線区画の帯縄文が施される。縄文後期・堀之内 2式。13は平安時代の上師器で、いわ

ゆる甲斐型郭である。内面に波射状暗文。14～ 15は近世以降の上器。14は灯明皿。15は蓋で、外面に緑色釉。

16～ 18は縄文時代の石器。16、 スクレイパー。長さ5。 6cm・ 幅5。 3cm・ 厚さ 2cm・ 重さ35g。 緑色凝灰岩。

17、 打製石斧。長さ12.Ocm・ 幅6。 7cm。 厚さ1.7cm・ 重さ177g。 泥岩。18、 打製石斧。長さ9。 3cm・ 幅5。 9cm・

厚さ1.2cm。 重さ82g。 泥岩。

屏ア劇

‐７

10cm

こ

荒三三三≡::三三三〒

二

i5 Q
-

⇔

第10図 出上遺物
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おお の あざかみ の く ば

調査 目的

調 査 地

調査期間

調査面積

概  要

調査地点は扇山 (1,137.8m)南 東麓で、沢沿いの緩や

かな斜面地に当たる。下流の台地に谷後遺跡があり、縄文

時代の遺物散布地として知られている。調査は工事予定地

の休耕田で実施 し、 2m四方の試掘坑を4カ 所設定 し最

深0.4mま で人力で掘削した。この結果、基本層序は表土

(旧耕作土)。 ローム層で、遺構 。遺物は確認されなかった。

は低いものと判断された。

3

埋め立て工事に伴う試掘調査

上野原市大野字上ノ久保6053他

平成 8年 3月 26日

16m2(対象面積1,000m2)

大野字上ノ久保地点

第12図 調査地点
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このため、建設予定地に遺跡の存在する可能性
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大野字上ノ久保地点土層

1 表土 (旧耕作土)

第13図 調査区平画・土層図
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調査目的 県立青少年自然の里建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市桐原字向山13893他

調査期間 平成 8年 7月 29日 ～ 8月 1日

調査面積 20m2(対象面積30,000m2)

概  要

調査地は鶴川西岸の河岸段丘面に位置する。建設予定地の

体耕田に巾 lm。 長 さ10mの 試掘溝 を2カ 所設定 し、最深

1.5mま で人力で掘削 した。この結果、表上下で旧河床 と思

われる砂礫層が検出され、さらに下層まで続 く状況であった。

遺構・遺物は確認されなかった。このため、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

第14図 調 査 地

第15図 調査地点
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桐原字向山地点土層
1 表土

2 赤褐色土 旧水田床土。

3 暗褐色土 礫 (70cm以下)多 く含む。

4 褐色土  礫 (70cm以下)・ 砂粒を多く含む。

第16図 調査区平画・土層図
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た しろ

5 田代遺跡

田代遺跡は桂川南岸の河岸段丘面に位置する。平成 4年の

試掘調査では縄文土器 (早期、前期、中期)、 石器 (石皿・

凹石・磨石類・打製石斧)が出上している。今回報告の調査

地点は2ケ 所で、いずれも段丘背後の山際にあたる。

第 1地点

調査 目的 個人住宅建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市鶴島字田代3034

調査期間 平成 8年 11月 21日 ・22日

調査面積 16m2(対象面積350m2)

概  要

建設予定地の荒蕪地に 2m四方の試掘坑を 4ヶ 所設定し、最深1.2mの ローム面まで人力で掘削した。この

結果、遺構 。遺物は確認されず、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

第 2地点

調査目的 給水用配水池建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市鶴島字田代3107-1他

調査期間 平成16年 11月 16日

調査面積 8m2(対象面積303m2)

概  要

建設予定地の山林に 2m四方の試掘坑を 2ヶ 所設定し、深さ0。 4mの ローム面まで人力で掘削した。この結

果、遺構・遺物は確認されず、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

第18図 調査地点
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A

1

B

第

C

1

2

lm

ノ

1

1

田代遺跡第 1地点土層

1 表土  車木根が多 く混 じる。

2 暗褐色土

田代遺跡第 2地点上層

1 表土  草木根が多 く混 じる。

1地点

4

路

lm 第 2地点

第19図 調査区平画・土層図
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きつねはらいち

6 狐 原 I遺跡

調査目的 携帯電話基地局建設工事に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市新田69-5

調査期間 平成17月 12月 12日

調査面積 12m2(対象面積190m2)

概  要

狐原 I遺跡は桂川北岸の河岸段丘面に位置し、縄文～平安

時代の遺物散布地である。段丘端部の緩斜地において、 2m

四方の試掘坑を3ケ 所設定し、最深0。 7mの ローム面まで人

力で掘削した。この結果、遺構 。遺物は確認されず、建設予

定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。 第20図 遺跡位置
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t

第21図 調査地点
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A
1

lm

狐康I遺跡土層
1 表土   砕石・ローム土握含む。
2 表土   旧耕作土
3 褐色土
4 暗褐色土

第22園 調査区平画・土層図

B

1

C
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きつねはら に

7 狐 原 Ⅱ遺跡

調査 目的

調 査 地

調査期間

調査面積

概  要

狐原Ⅱ遺跡は桂川北岸の1可岸段丘面に位置し、縄文～平安

時代の遺物散布地である。工事予定地に巾 lm・ 総延長80m

の試掘溝を設定し、最深1.Omま で重機掘削機を併用し掘 り

下げた。この結果、表上下で奈良時代の竪穴住居址 1軒、掘

立柱建物跡 1棟を確認した。遺物は土師器・須恵器片が出土

した。このため、同年に発掘調査を実施した。

・′δδ tF

町道建設工事に伴う試掘調査

上野原市新田22-1他

平成 8年 12月 4日 ・ 6日 、平成 9年 1月 28日

80m2(対象面積374m2)

第23図 遺跡位置

名合 沢

第24図 調査地区
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A

住居覆土

C

1

2

3

4

lm

狐塚 I遺跡土層
1 表上   耕作土

2 黒褐色土 黒色スコリアを多く含む。古墳～奈良・平安時代の

遺物包含層。

3 褐色土

4 暗褐色土

第25図 調査区平面 。上層図

-19-



つか ば

調査 目的

調 査 地

調査期間

調査面積

概  要

塚場古墳群 (上野原古墳群)は桂川北岸の河岸段丘面に位

置する。 3基程度の古墳から構成されていたと伝えられるが、

周辺の開発が進み詳細は不明である。このうち、疱塘神社の

裏手に小型の円墳 1基 (直径 9m・ 高さ2m)がある (一説

では旧甲州街道の一里塚)。 この円墳に隣接 した宅地の一角に巾 lm。 長さ10mの試掘溝を設定 し、深さ0.4m

まで人力で掘削した。この結果、表土 (整地層)直下がハー ドローム層で、土木工事による撹乱を受けている

ことが確認された。遺構 。遺物は検出されなかった。このため、遺跡の可能性は低いものと判断された。

集合住宅建設に伴う試掘調査

上野原市上野原字塚場1002

平成 8年 12月 9日

10m2(対象面積253m2)

8 塚場古墳群

第27図 調査地点
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ぐざぐ,:】

下ヽ 顆ヽ蝉

３Ｍ
ｆ

，〉
　
　
　
　
〉

蕊 ド

上 、

第26図 遺跡位置
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道
・
路

A

1
塚場古墳群土層

1 表土 整地層

0                1m
i      .    I

第28図 調査区平面・土層図
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跡迫逗

に
Ｔ
ユ

抑渡
締
沢９

調査 目的

調 査 地

調査期間

調査面積

概  要

沢渡 Ⅱ遺跡は鶴川北岸の斜面地に位置し、縄文時代の遺物

散布地である。道路拡幅予定地の畑に巾 lm・ 長さ 2～ 5m
の試掘溝を 4ヶ 所設定 し、最深1.2mま で人力で掘削 した。

この結果、基本層序は表土・礫混じりのローム層で、一部に

過去の道路工事に伴う客土が見られた。遺構・遺物は確認さ

県道上野原丹波山線道路改良工事に伴う試掘調査

上野原市桐原字沢渡10737他

平成 9年 5月 6日 ・ 7日

14m2(対象面積3,228m2)

第29図  遺跡位置

れなかった。このため、工事予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。
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第30図 調査地点
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A

♀           i           t           10m

C

lm

沢渡工遺跡土層
1 暗褐色土 耕作土。礫 (3cm以下)を多く含む。
2 暗褐色土 客上。砂礫を含む。

3 暗褐色土 旧耕作土

第31図 調査区平画・土層図

B

1

D

2
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きりつぼ

10 桐坪遺跡

調査目的 農道桐坪線道路改良工事に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市桐原字桐坪6116他

調査期間 平成 9年 9月 1日 。2日

調査面積 30m2(対 象面積720m2)

概  要

桐坪遺跡は鶴川東岸の斜面地に位置 し、縄文時代の遺物散

布地である。調査地は遺跡北端に当たり、山際斜面地から崖

縁を経て比較的平坦な畑地に到るルー トである。調査は、エ

事予定地のうち崖縁を除いた畑地および荒蕪地で実施し、巾

lm・ 長さ2～ 3mの試掘溝を10ヶ 所設定し、最深0.8mま

で人力で掘削した。この結果、全般に表土 (耕作土)直下がハー ドローム層で、耕作による撹乱を受けていた。

遺構・遺物は確認されなかった。このため、工事予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

4申

(F

σi｀

影
彩

第33図 調査地点

第32図 遺跡位置
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1
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Ｃ

　

　

Ｄ

E

F

G

B

1

C・ D

1

E・ F・ G

1

H・ I・ 」

1

桐坪遺跡土層

1 表土   耕作土

市m

第34図 調査区平画・土層図
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あら い

11 新井遺跡

調査 目的

調 査 地

調査期間

調査面積

概  要

新井遺跡は鶴川東岸の河岸段丘面に位置し、縄文時代の遺

物散布地である。工事予定地の休耕田に巾1.5m。 長さ6～

7mの試掘溝 6カ 所を設定 し、重機掘削機を併用 し掘 り下

げた。この結果、すべての試掘溝で平安時代に比定される遺

構が確認された。掘 り下げは遺構の確認面に止め、一部で深

掘 りを行いローム層までの層序を調査 した。

《‖ヌ罵 ヽ

|×ё tt  Zπ 7 7

:Iヽ 1

宅地造成工事に伴 う試掘調査

上野原市上野原字新井4511他

平成 9年 9月 18日 ～22日

59m2(792m2)

【れ／併

ヽ
ヽ

第35図 遺跡位置

第36図 調査地点
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住居覆土

0          1m

新井遺跡土層

1 表土   旧耕作土

2 赤褐色土 旧水田床土

3 褐色土

4 黒褐色土 黒色スコリアを多 く含む。平安時代の遺物包含層。

5 暗褐色土 細統の橙色スコリアを多 く含む。

6 褐色土  締まり強い。

第37図 調査区平面・土層図

-27-



(1)基本層序

表土 (旧耕作土)。 褐色土・黒褐色土・暗褐色土・褐色土・ローム層で、表土直下に旧水田の床上が介在す

る。以上のうち、黒褐色土は平安時代の遺物包含層であり、同期の遺構覆上の基調となっている。

(動 遺構と遺物

発見された遺構は平安時代に比定され、竪穴住居と思われる方形プラン2基、土坑あるいは柱穴と思われる

円形プラン1基・方形プラン1基、小穴 6基、焼± 2基である。焼土は白色粘上を含むことから、住居に伴う

カマドの可能性もある。確認面はすべて暗褐色土上面であった。

遺物は平安時代と縄文時代に分類される。平安時代では土師器甕・郭、須恵器郭、高台付郭が出土し、すべ

て小片である。大半が黒褐色土中から出上した。縄文時代では土器片、黒曜石片の他、多数の礫が出土した。

礫は拳大で、被熱し破損したものが多い。いずれも暗褐色土中から出土した。

試掘坑
縄 文 時 代

平 安 時 代 近 世 以 降 礫
土 器 石 器

A 3(早期 1)

B 1(土師器 )

C 1(早期 ) 6(土師器 5。 須恵器 1) 5

D 1(黒曜石剥片) 1(須恵器 ) 2

E 6(土師器 ) 1(陶磁器 )

F 1(黒曜石剥片) 1

合計 8 2 28

第 3表  新井遺跡出土遺物集計表 (  )は 内訳

出土遺物 (第38図 )

1～ 2は縄文土器。 1、 条線文が斜位に交差する。器厚は7mmで、色調はくすんだ褐色を呈する。早期前

半・沈線文系土器。 2、 内外面に条痕文。胎土に繊維痕が見られる。器厚は■mmで、色調は褐色を呈する。

早期後半・条痕文系土器。

3～ 6は平安時代の上器。 3～ 5、 土師器の奏で、いわゆる甲斐型。 6、 須恵器の高台付郭。底面に回転糸

切痕が残る。

7、 縄文時代の石器。磨石類。側面・端部に平滑な磨面を有 し、端部には敲打痕 も認められる。長さ10.3

cm・ 幅7.3cm・ 厚さ6.2cm・ 重さ475g。 砂岩。
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12 原・郷原遺跡

原・郷原遺跡は鶴川北側の斜面地に位置し、縄文時代の遺

物散布地である。今回報告する調査地点は2カ 所である。

第 1地点

調査目的 農道原・郷原線道路改良工事に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市西原4666他

調査期間 平成 9年 10月 6日 ～13日

調査面積 77m2(対象面積900m2)

概  要

工事予定地は山側斜面の畑を横断するルー トであり、このうち方屋川沿いの急傾斜地を除く約900m2で 調査

を実施 した。調査は、巾 lm。 長さ2～ 6mの試掘溝を29ヶ 所設定 し、最深 2mま で人力で掘削 した。この

結果、ローム面に至るまでに礫層が数層介在 し、土石流が煩雑に発生していたことが推定できた。遺構 。遺物

は西斜面で確認され、縄文時代の配石・敷石住居跡 (図版 3)や、縄文中期後葉～後期の土器・石器 (打製石

斧・大型粗製石匙・石皿)な どが出土した。このため、平成 9年度に発掘調査を実施した (上野原町埋蔵文化

財調査報告書第 9集『原・郷原遺跡』上野原町教育委員会2000)。

謁 彰

野ミ

暴竪芝笏千革

輝
遵

第39図 遺跡位置

第40図 調査地点
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第41図 調査区平面図
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原・郷原遺跡第 1地点土層

1 表土

2 暗褐色土

3 褐色土  縄文時代中・後期の遺物包含層。

4 黒褐色土

5 ローム層

囲
礫層

。 ―
―

‐1

m

・ ―一 -2

m

第42図 調査区土層図

試掘坑
縄文時代

古墳～奈良 。平安 近世以降 礫
土器 石 器

A

B

C 1

D 13(中期 6・ 後期 3) 2(石皿・石匙)

E 6(後期 3)

F 7 1(打製石斧) 5

G 4(後期 3)

H

9(中期 4)

1(中期 )

K～ B′

合計 4 0 0 5

第 4表 原・郷原遺跡 。第 1地点出土遺物集計表

訳

-32-
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第 2地点

調査目的 NTTドコモ SS西原無線基地局建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市西原字向井4399-1他

調査期間 平成11年 2月 24日 ・25日

調査面積 4m2(対象面積54m2)

概  要

調査地点は遺跡東端に位置し、ひな壇状に区画された畑の一角にあたる。建設予定地に2m四方の試掘坑

を lヶ 所設定し、深さ1.8mま で人力で掘削した。この結果、表土 (耕作土)下の客土がローム層に達する状

況で、土木工事による撹乱を受けていることが確認された。地元の話では、調査地に今から20年 ほど前まで地

区の集会所が建っていたという。遺物は縄文土器片 5点が客土中より出土したが、遺構は確認されなかった。

このため、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

土器は繊維を多く合み、縄文時代前期前半に比定される (第43図 ・図版 3)。

道 路

原・郷原遺跡第 2地点土層

1 表土  耕作土。

2 褐色土 客土。縄文土器を含む。

第43図 調査区平画・土層図、出土遺物
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牧野遺跡は桂川北岸の河岸段丘面に位置し、縄文時代及び

土師器の遺物散布地である。昭和52年、段丘南端で時期不明

の地下式上坑 1基が発掘調査され、平成 6年には町立巌中学

校建設に伴う試掘調査で時期不明の土坑 1基が検出された。

今回の調査地点は3ケ所で、いずれも国道20号南側の平坦面

から緩斜面に位置する。

第 1地点

調査目的 個人住宅建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市四方津字ノジノジ795

調査期間 平成10年 9月 8日

調査面積 8m2(対象面積181m2)

概  要

調査は、建設予定地の畑に2m四方の試掘坑を 2ヶ所設定し、

基本層序は表土 (耕作土)。 暗褐色土・ローム層であった。遺構

予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

深さ0.6mま で人力で掘削した。この結果、

・遺物は確認されなかった。このため、建設

第 2地点

調査 目的

調 査 地

調査期間

調査面積

概  要

調査は、

大型店舗 (イ タヤマメディコ上野原店)建設に伴う試掘調査

上野原市四方津字牧野道下424-2他

平成11年 2月 22日

41m2(対象面積908m2)

建設予定地の畑に巾 lm。 長さ8～ 9mの試掘溝を 5ヶ 所設定し、最深1.8mま で重機掘削機を併

/

彩

第45図 調査地点

第44図 遺跡位置
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道 路

牧野遺跡第 1地点土層

1 表土   耕作土。

2 褐色土

3.暗褐色土

第 1地点

回道20号

牧野遺跡第2地点土層
第 2地点         1 表土  耕作土。

2 暗褐色土 粘性・締まりやや強い。
焼土粒・炭粒を多く含む。

3 暗褐色土 粘性強い。褐色上を斑決
に多く含む。

第46図 第 1～ 2地点 調査区平面・上層図
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用し掘 り下げた。この結果、地表下約0。 8mか ら粘土質の黒褐色土が厚 く堆積 し、ローム層に続いていた。遺

構・遺物は確認されなかった。このため、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

第 3地点

調査目的 大型店舗 (ひ ゅうが四方津店)建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市四方津字牧野道下407他

調査期間 平成12年 11月 27日 ～12月 15日

調査面積 260m2(対象面積5,186m2)

概  要

調査は、建設予定地の畑に巾 lm。 長さ5～40mの 試掘溝を7ヶ所設定し、最深2.3mま で重機掘削機を併

用し掘り下げた。この結果、国道側の平坦面 (B・ Cト レンチ)において縄文土器や石器を含む土層が確認さ

れた。また、緩斜面 (Fト レンチ)において明治時代の中央線鉄道建設工事時に築かれた煉瓦焼成用の登 り窯

1基が検出され、周辺から多量の赤煉瓦が出上した。当時の煉瓦焼成窯が発見された事例は全国的に少ないた

め、工事計画を一部変更のうえ、盛り上による現地保存の処置を行った。

試掘坑
縄 文 時 代

近 世 以 降 礫
土 器 石  器

A 1(後期) 1(磨石)

B 66(中期末～後期18) 2(石皿・台石 )

C 55(後期11)

D 2(後期 1)

E

F 煉瓦多数、鉄釘 1、 鉄製棒 1

G 煉瓦多数

合計 3 多数

第 5表  牧野遺跡 。第 3地点出土遺物集計表     (  )は 内訳

(1)基本層序

表土 (耕作土)。 黒褐色土 。暗褐色土・ローム層で、平坦面の一部 (Dト レンチ北端)では暗褐色土下に粘

土層が堆積する。暗褐色土は縄文時代の遺物包含層である。

(21 遺構 と遺物

縄文土器、石器が出土した (第 47図 )。 遺構は明治時代の煉瓦窯のみである。

1～ 7は深鉢で、縄文後期・堀之内式に比定される。 1、 小突起を有する日縁部で、円形刺突が縦に配され

る。 2～ 4は平行沈線文が縦に配され、 4は縄文を地文に持つ。 5は無文。 6。 7は沈線文が横・斜位・弧状

に配される。

8～ 9は石器。 8、 小型の石皿。長さ9.8cm・ 幅8.8cm・ 厚 さ3.5cm・ 重さ400g。 玄武岩質溶岩。 9、 台石。

平滑な磨面を有する。現存長13.8cm。 現存幅■.5cm。 厚さ4.4cm・ 重さ1,132g。 閃緑岩。
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縄文時代中・後期の遺物包含層。
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く含む。第 4層から漸移的に変化する。

粘性やや強い。黒色スコリア (lcm以下)・ 褐

色土粒を多 く含む。

跡

　

色

遺

土

褐

野

表

黒

ノ

〃

〃

刀

Ｖ

か

ヽ
／
戸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

牧

・

２

″
＼

二＼
″́ヽ 3 暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

(1/3) 10cm

第47図 第 3地点 調査区平面 。上層図、出土遺物

4

5

50m     6

一丘
［いＢ
日

で蔭
２

中い！

B

Ｅ

　

　

　

　

　

　

´

ヤ

ー

-37-

熙
鷺懲§蔦轟懲慾感itゝ、

6



(31 煉瓦窯

緩斜面 (Fト レンチ)の標高246～250mの間に位置 し、床の一部が検出された。窯は斜面にほぼ直交する

形で、N26° Eを主軸とする。平面規模は主軸全長約23m、 最大幅 8mの長方形 と推定され、平均傾斜角度は

約 9° である。複数の焼成室から成る連房式登 り窯で、窯の周囲には窯体片を含む多量の煉瓦が散乱 していた。

① 焼成室と燃焼室

焼成室10室程度が連なっていたものと推定されるが、上方は遺存状況が悪いため室区分は不明確である。

下から1室 目 (第 51図、図版17) トレンチ最下端で検出された。この場所は、比高差 lm程度の段差が

付 く地形となってお り、公図上の土地境に当たる。燃焼室の可能性がある。平面は東西に長い長方形と推定さ

れ、幅 8m・ 主軸方向の長さ0。 9mである。前面は煉瓦を交互に積み上げた壁で区画されていた。壁は 2段 目

まで遺存し、厚さは煉瓦 1個の長手分約23cmである。床面は平坦で、普通煉瓦が横方向に整然と敷 き詰めら

れる。狭間穴 (1)は長さ約60cm、 幅16cmである。穴に面 した煉瓦の表面には砂混 じりの粘土が塗布され、一部

は火熱の影響でガラス状に硬化 している。

下から5室 目まで (第 51・ 52図、図版17)各 室の平面は東西に長い長方形と推定され、幅 8mである。

主軸方向に1.8～1.9mの間隔で段差により区画される。段差は煉瓦 2個 を平積みにした高さで、13cm前後で

ある。各室の床は平坦で、煉瓦が横方向に整然と敷き詰められる。床に用いられた煉瓦は大半が普通煉瓦であ

るが、一部に半枡 。二五分に加工したものが見られる121。 段差には 2個一対の煉瓦を主軸方向に平積み したも

のを15～18cmの間隔で付設し、狭間穴としている。狭間穴の数は、 5室 日と6室 目の間 (東西 トレンチ)で
12ヶ所確認できたが、撹乱等による欠損部を含めれば約20ヶ所が推定される。狭間穴に面した煉瓦の表面には

砂混じりの粘上が塗布され●)、 一部は火熱の影響でガラス状に硬化 していた。

6室目から上 (第 51図 、図版15。 16) 床の煉瓦が舌とされ、室間の段差や狭間穴は不明瞭であった。このた

めに室区分は明確でない。床には煉瓦を縦横に配置し、空間に細砂や大小の煉瓦片を敷き詰めるなど、 5室 目

までと様相が異なっている。また、煉瓦を主軸の直交方向に溝状に配置し、あるいは長手を下にした煉瓦を等

間隔で溝に架け渡した箇所があり、これらはロス トルとしての用途が想定される141。 床に用いられた煉瓦は普

通煉瓦の他に、半枡・七五・二五分・羊羮に加工したものが多い。狭聞穴は残されていなかったが、段差に当

たる煉瓦表面が黒 く煤けてお り、この部分が狭間穴に面していたものと推定される。

一部の焼成室では責褐色粘上で煉瓦の床面が覆われていた。粘土は主軸方向に1.85mの平坦面を有 し、厚

さ約15cmである。上面は固く焼土化 していた。床面が一部補修された可能性がある。

側壁と搬入出口 (第 52図、図版18。 19) 焼成室の東西側壁は煉瓦を交互に積み上げて作られてお り、 2段
目まで遺存 していた。壁の厚さは約34cmである。なお、窯東端の床の一部に未焼成の黒色煉瓦が用い られて

いた。このうち外縁に位置する煉瓦は角が取れて丸 く摩滅 し、その範囲は外縁に沿って最長63cmを 測 る。こ

の場所に焼成室内部への出入口が推定できる。

(1)狭間穴は火熱を室から室へ通すものである。穴の大きさは、昇温効果を高めるため窯の中心より側壁側で広 くするものと

されているが、本事例ではそのような傾向は確認できなかった。

図 煉瓦の形状と種類は第57図参照。

(3)粘土は厚さ5mm前後で砂粒を多く含む。色調は暗褐色あるいは白色。煉瓦の小日あるいは長手面に一定方向に撫で付け

られ、端からlcm程度はみ出しているものも多い。壁面や日地を保護するために塗布された可能性がある。中村三郎氏

ご教示。中村氏は上野原市大倉に登 り窯を築き、作陶に従事しておられる。

(4)中村氏にご教示いただいた。
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② その他の施設 (第51図、図版15)

斜面上方で煉瓦を山形に配置した施設が検出された。これを境に上方では煉瓦配置が希薄となり、付近が公

図上の土地境に当たることから、この場所が窯の最上端に当たるものと推定される。この施設は、普通煉瓦の

小ロー端を斜めに持ち上げ山形に並べたもので、幅70cm・ 高さ15cm。 頂部の隙間 (幅20cm)に 大小の煉瓦

片を充填している。煙突等の煙出し関連施設の可能性も考えられる。

③ 窯の基礎 (第 50図、図版17)

焼成室 5室 目の床を一部掘り抜いて調査し、窯の基礎を確認した。窯の床面は煉瓦を3段平積みにした基底

部から成っていたが、さらに下にも同様の基底部が検出された。各基底部は薄い砂層上に造られていた。基底

部は、ローム塊・黒色土を多く含む黄褐色上、未焼成の黒色煉瓦や砂礫を含む薄黒色土、そして黄褐色シルト

質粘上を版築状に重ねた上に造られており、シルト質粘土の上面は固く焼土化していた。地山はハードローム

層である。

④ 窯の周囲 (第48図 )

窯の周囲には広範囲に渡って煉瓦や焼土が散乱していた。煉瓦には窯壁に用いられて表面がガラス状に固く

なったものや、狭間穴に見られた表面に粘土を塗布した煉瓦も多い。

⑤ 窯壁 (第54図 12)

複数の煉瓦を積み上げた窯壁片が窯西側の煉瓦散乱部で見つかった。内面は自然釉が厚く付着し、雫となっ

ている。また、内壁がわずかに湾曲していることから、窯の横断面がアーチ形をしていたことが推測される。

③ 出土遺物 (第 54～ 56図、第 6表、図版19・ 20)

大半が煉瓦で、他に鉄製品がある。棒状製鉄品 (第 56図 2)は Fト レンチ最下端より出土した。

煉瓦はすべて赤煉瓦で、耐火煉瓦 (白煉瓦)は含まれない。未焼成品もある。窯体と製品の区分は難しいが、

本窯が廃棄後に解体された様相を呈していることを考えると、出土した煉瓦の大半は窯体に用いられていたも

のと推測される。以下、窯の内外からサンプル採取した29点 の煉瓦について観察結果をまとめた。

寸法 煉瓦によってわずかな差異があるが、平均値は長さ227.5mm、 幅110。 6mm、 厚さ57.7mmであった。

この寸法は、大正14年 に採用され戦後の」IS規格に踏襲された煉瓦の規格210× 100× 60mmに比べると大型で

あり、明治38年 時点で 5種類に分類されていた煉瓦規格と比較すると、東京形 (227× 109× 60。 6mm)、 作業

局形 (227× 109× 56mm)に近似している。このことから、本遺跡の煉瓦は、大正14年 の統一規格以前に作ら

れたもので、明治期に遡る可能性を指摘できる。

色調 いわゆるオレンジ色、肌色、赤紫色、灰色とあり、一様ではない。窯体に用いられた場所によって加

熱の度合いに差異が生じたことも一因であろう。

胎土  砂礫を多く含むため、煉瓦表面に礫 (lcm程度)の脱落痕や、礫の一部が露出しているものも見

られ、こうした箇所から亀裂が生じている。

成形方法 すべて手抜き成形である。これは、木製の型枠に粘土塊を入れて叩き締め、取り出し後、平の面

を撫で板で平滑に仕上げ、 1個単位手作りで行う方法である。出上した煉瓦の多くは、平の一面あるいは両面

に、一定方向に撫でた痕跡が残されていた (図版20)。 なお、数点の煉瓦に、成形段階で付いたと思われる指

頭痕が平一面、あるいは両面の一部に残されていた。

刻印 29点中13点 に刻印が押されていた (第49図 、図版20)。 押された場所は平の一面、一ヶ所に限られる。

刻EFは「一」、「二」、九の一端が欠けた「C」 字状の 3種類である。同じ種類でも字形に微妙な差異があるこ

とから、複数の印が想定される。刻印の押された煉瓦は窯の内外から出上しており、字形によって出土地点が
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異なるような状況は見られなかった。

目地材 砂目地と呼べるほどに砂の含有が多い土が用いられている。

未焼成の煉瓦 未焼成で黒色の煉瓦がある。窯の床材として用いられていた他、窯の基礎部分への埋め込み

材にも用いられていた。第56図 22は焼成室の出入口と推定される床面に用いられ、角が取れ丸 く摩滅している。

その他 数点の煉瓦に紐状の繊維圧痕が残されていた (第 55図 25。 29、 図版20)。 繊維痕はすべて長手一面

の一部に見られ、煉瓦の端部から斜めに残されていた。先端がほつれているものもあった。成形から乾燥段階

で付いた可能性が高い。
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(4)煉瓦窯に関する考察

今回発見された窯は、地元の言い伝えや各種文献から、明治時代、中央線の鉄道敷設工事に際して築かれた

煉瓦生産用の窯であることがわかっている。東京都八王子から山梨県甲府を結ぶ中央線 (中央東線)の建設は、

明治29年 12月 ～同36年 6月 にかけて行われた。人王子・甲府間は小仏や笹子峠など「山岳重畳地勢瞼峻」であ

るため、中央線全線の中でも最難正区とされた lll。 このため、駅舎の他に多数の橋梁や魃道が建設され、建築

材 として莫大な量の煉瓦が必要とされた。煉瓦は当初、主に埼玉県深谷の日本煉瓦製造会社で製造され、人王

子から小仏峠を越えて運搬されていたが、小仏峠以西については中央線沿線の各所に煉瓦製造所が設けられ、

現地生産が図られたようである。当時の煉瓦工場は、市内では四方津と人ツ沢に、周辺では山梨県勝沼町奥野

田⑫)、 神奈川県津久井郡相模湖町与瀬が知 られている。このうち四方津工場が本遺跡に当たる。

① 四方津工場

工場は今回の調査地にあたり、地元では「レンガ場」と呼ばれている。中央線沿線に位置し、国道20号や桂

川・鶴川に近 く交通の使が良い地域である。工場は明治32年 に大倉土木組 (現在の大成建設)が鉄道作業局の

請負で操業された。大倉土木組が鉄道作業局に提出した請負契約解除に関する文書『煉化石納入請負契約解除

之義二付御願』明治33年 1月 15日 (以下、文書と呼ぶ)に は、四方津工場に「壱袋五千個入り弐拾袋アリ合計

拾高個」の煉瓦製造可能な窯を設け、明治32年 5月 ～12月 までの契約期間で日夜製造に従事 したことが記され

ている③。しかし、工場の操業は予定どお り進まず、排出される煤煙のため周辺の桑園に被害が出るとして地

元より操業中止が要請され、さらに10月 の暴風雨により工場が損壊 したなどの理由で度々操業が中断し、結局、

契約不履行を余儀なくされている。

煉瓦の製造工程には、原土の採取・養生 (粉砕・ねかせ)、 砂 との混練、成形、乾燥、焼成がある①。先の

文書には「煉瓦石焼亀」、「抜小屋」 (成形作業用の建物)、 「白地乾場」 (素地の天日乾燥場)や、薪材や出荷前

の煉瓦製品を備蓄したことが記されてお り、工場で一連の製造を行っていたことがわかる。原土や薪材の採取

地は明らかでないが、煉瓦の現地生産体制を考えれば工場の近隣で賄っていた可能性が強い。このことは、こ

れまでの試掘調査で国道側平坦面の地下 lm程度に粘土堆積が広範囲に確認されていることからも裏付けら

れる。

煉瓦製品は、当時完成間もない国道20号 (川 辺新道)や臨時の軽便鉄道、さらに舟運を利用して、東方の関

野村 (現在の神奈川県藤野町)にあった鉄道作業局の備蓄施設へ運搬され、途中、上野原駅下の新田河原に留

め置かれていた。

② 煉瓦焼成窯

今回の調査は lm幅の試掘で止まったため、窯の全容を把握するには至っていない。幸い、先の文書に窯

の様子が断片的に記されていたので、その内容などを援用 しながら調査結果を考えてみたい。

窯の平面は長軸約23m・ 幅 8mの長方形と推定されるが、主軸方向の両端が不明確 となっている。今回の調

査では明らかにできなかったが、窯の上端に長大な煙突があったものと思われ、煙突が窯の本体から離れて位

置していたことも考えられる6)。 一方、窯の下端では、燃焼室と見られる幅の短い 1室 目が検出されたことか

ら、この前面の壁を窯本体の南壁 と捉えた。しかし、この壁の前面にも煉瓦の配置が見られることから小規模

な付属施設の存在も想定できる。

焼成室は 2～ 5室 目が同規模で、 1室あたりの平面規模は、基底面で1.8～1.9m× 8m、 狭間穴や壁を除い

た内法は約1.3m× 7.3m(約9.5m2)と 推定される。この規模で窯を均等に割 り付けると焼成室は10室程度が

想定される。一方、先の文書の中で、窯は「壱袋五千個入り弐拾袋アリ合計拾高個也。但し平均一昼夜之焼上
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高ハ弐袋ニシテ都合壱万個ハ毎日製造シ得ル総高ナリ」と記され、 1室 5,000個の煉瓦製造可能な焼成室が20

室あったと解釈できる③。想定した数と異なるが、あるいは、同規模の窯が複数あった可能性もある⑦。

調査では、焼成室床面を粘土で張 り替えたと見られる箇所や、基底部の二重構造など、窯の補修 。改築をう

かがわせる結果が得られた。文書には暴風雨による四方津工場の被害が記されてお り、「四方津焼竃ハ其大半

ヲ潰崩シ」、抜小屋 2棟、白地乾場に被害が生 じ、復旧に40日 間程度を費やしたとあり、大規模な4笏復作業の

あったことがわかる。このことが調査結果と直接結び付 くかは不明であるが、補修 。改築の可能性を裏付ける

ものといえる。なお、11月 下旬に復旧が完了して以降は、厳寒時期のために白地 (素地)の製造が不可能となっ

てしまい、結局操業を申止している。)。 このことから、本窯の操業は明治32年 5月 ～12月 までの極めて短期間

だったことがわかる。

今回の調査で発見された煉瓦は、未焼成のものも含めて全般に砂礫が多 く含まれており、礫が表面に露出し

て亀裂の原因となっているものも見られた。とくに未焼成の煉瓦は当工場で製作された可能性が高いことから、

本窯で焼成された製品も質の劣るものが多かったことが想定される。このことは、当工場の操業主である大倉

土木組が製造した煉瓦が粗悪品であったと伝えられていることからも裏付けられる③。

本窯は、郷上の近代化を象徴する遺構として、関係者のご努力により現地保存の措置が図られた。現状で見

ることはできないが、近隣民家の庭先等には当時の余剰煉瓦が使われ、往時をしのぶことができる。

なお、この調査にあたり多 くの方々からご指導・ご教示を賜った。とくに、側鉄道総合技術研究所の小野田

滋氏には現地指導から各種文献のご教示にいたるまで種々のご配意をいたたいだ。記して感謝申し上げます。

(1)

(動

俗)

(4)

(5)

F日 本鉄道請負業史明治篇J鉄道建設業協会1967

室伏徹氏ご教示。

この文書は鉄道総合技術研究所の小野田滋氏にご教示いただいた。本窯や煉瓦製造の実態を知るうえで貴重な資料である。

水野信太郎『日本煉瓦史の研究』1999

明治35年発行の『煉瓦要説』や、明治時代から続く福島県喜多方市の三津谷の登り窯 (煉瓦・瓦の焼成窯)では、煙突は

窯の中軸線の延長に1基設けられ、焼成室とは煙道を通して結ばれている。煙道は『煉瓦要説』では地上に設置されるも

のとし、三津谷の登り窯は地下に埋設されている。

本窯で実際に1室 5,000個の煉瓦が焼成可能なのかは即断できない。ちなみに福島県喜多方市の三津谷の登り窯は、 1室

が高さ。幅ともに約1。 lm、 長さ4.5mの規模で、 1室あたり煉瓦約1,000本が焼けるという (北村悦子『喜多方の煉瓦蔵』

1989)。 これを単純に1室あたりの床面積で比較すると、本窯は三津谷の1.5倍程度となる。

(71 地元の言い伝えによると、登り窯は2～ 3基並列していたという。

(8)明治33年 3月 7日 に契約解除が認可されている。

③ 前掲『日本鉄道請負業史明治篇』、277買。この中で、与瀬・吉野間 (現在の相模湖町と藤野町)の工区に必要な煉瓦製造

を大倉土木組が請け負い、「・……近くに煉化石製造所を設け附近の土にて製出したのであるが、土質不良にして本質的に

煉化製造に適せず、製出煉化石はガサガサにて粗悪脆弱用に堪えず、関係者之を悪日してカステラ煉化と称した位であ

る。」と記されている。当時、大倉土木組の煉瓦製造所は現在の上野原市と相模湖町与瀬にあった。本件は小野田滋氏に

ご教示いただいた。
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煉瓦窯土層
1 表土    耕作土

2 薄紫色砂層 煉瓦片、焼土塊 (lcm以下)多 く含む。

灰色・紫色砂粒が板状 (厚 さ5mm～
lcm)に弱く固結したものが下層に散在

焼土

する。

第4層上部が焼土化したもの。
黄橙色シルト質粘土

薄黒色シルト質粘土 第 4層 との境は漸移的。白色の

粘土粒 (lcm以 下)を 多 く含む。石英粒・

砂粒 (3mm以 下)、 未焼成の黒色煉瓦片
を含む。

―
-05

―

-10m

-0

――――――― _o5

―

-1,Om

6 黄褐色土  粘性・締まりなくパサパサ。第 5層由来
の黒色土・ローム塊を多く含む。

7 黒色土   粘性・締まりなくパサパサ。
8 赤色砂層  灰色砂粒が弱 く固結したもの (5mm～

lcm)を含む。
9 赤色砂層  乾燥すると白色化。礫 (2mm以下)を

多く含む。
10 煉瓦細片
■ 薄紫色砂層
12 赤色砂層  砂粒は弱く固結 (5mm～ 7mm)す る。
13 砂質焼土  小石を多く含む。
14 赤色砂層
15 灰色砂層  硬質。
16 紫色砂層  砂粒はきめ細かい (lmm以下)。

17 明赤褐色  固く焼き締まる。粒子は粗い。
18 灰色砂層  軟質
19 焼土

20 赤灰色土  締まり強い。
21 にぶい赤褐色 締まり強い。焼土粒・炭粒を含む。
22 焼土    煉瓦片を多量に含む。
23 焼土    第24層上部が焼土化したもの。
24 第 4層 (黄橙色シルト質粘土)に類似する。粘性なく

パサパサ。締まり強い。第 5層 出来の

黒色土 (lmm以下)を多く含む。

第50図 煉瓦窯上層図
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平面図の網がけ部は、レンガ表面が強く被熱した部分を示す。
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第51図 煉瓦窯平画・断面図(1)
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(1/40)

位置図 10m

十~~E AI

249

248

瑠
塑
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煉瓦窯土層

表土

砂質焼土

黒褐色土

砂質焼土

薄紫色砂粒

耕作土。
締まりのない責色土粒・塊を多く含む。煉瓦細片を合む。

締まりない。焼土地・塊を含む。
第3層由来の黒色土 (lcm以 下)、 責褐色粘土粒・塊を含む。

煉瓦片、焼土塊 (lcm以 下)多 く含む。灰色・紫色砂粒が板状

(厚 さ5mm～ lcm)に弱く固結したものが下層に謗在する。
6 第 5層 と第 8層の混合層。

7 焼土    第 8層上部が焼土化したもの。

8 責栓色シルト質粘土

9 赤色砂層  砂粒は弱 く固結 (5mm～ 7mm)す る。

10 砂質焼土

■ 赤色砂層  灰色砂粒が弱 く固結したもの (5mm～ lcm)を含む。
12 赤色砂層  乾燥すると白色化。礫 (2mm以下)を多 く含む。

13 薄黒色シルト質粘土 第 8層 との境は漸移的。白色の粘上粒 (lcm以 下)

を多 く含む。

14 薄紫色砂層
15 赤色砂層

16 焼土

17 赤色砂層  硬質。

18 赤色砂層  砂粒は弱 く固結 (lcm以下)す る。

19 赤色砂層  粗粒。

20 黄褐色砂質土 硬質
21 赤色砂層

22 紫色砂層
23 赤色砂層  粗粒。

第53図 煉瓦窯土層図
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No 出土地点 長さ(4ul) 中 (llull) 厚さ(Iull) 重さ(g) 核∬F「 焼成 色 調 備 考

1 遺構外(西側散乱部) 232 2520 やや不良 橙色 5YR 6/8

良 暗赤色 10R3/4 長手一面に自然釉。変形 し亀
裂が生 じる。

やや不良 赤褐色 10R5/4 長手一面に粘土塗付 (厚 さ 2
～ 5 11ull)。 小日一面に自然釉 (

227 2330 不 良
鈍い赤褐色 2.5YR
5/4

平二面に調整痕、一面に指頭
痕。長手二面に粘土塗布 (厚

さ3～ 5 1mll)。

5 良 赤灰色 2.5YR 5/1 変形 し亀裂が生 じる。平一面
に重ね痕。

6 不 良 灰赤色 2.5YR 6/2
平一面に調整痕、二面に指頭

痕。小日一面に砂 目地 (厚 さ
5111111)。

7 焼成室の床面直上 225 不良 赤褐色 10R5/4 平二面に調整痕。長手一面に
粘土塗布 (厚 さ2～ 15mln)。

8 2280 やや不良 鈍い橙色 2.5YR 6/4
平一面に調整痕。砂 目地付着

長手一面に粘土塗布 (厚 さ 3
～ 8 mlll)。

9 焼成室の床面直上 223 やや不良 鈍い橙色 2.5YR 5/4 平二面に調整痕。小日一面に
粘土塗布 (厚 さ2～ 5 1ull)。

235 2385 良 灰赤色 2.5YR 6/2 平二面に調整痕、一面に指頭
痕。変形 し亀裂が生 じる。

遺構外(東側散乱部) 234 不 良 赤褐色 10R5/4 小ロー面に粘土塗付 (4～ 7mm)

やや不良 鈍い橙色 2.5YR 6/4 窯壁。縦27011un× 横25011m× 厚
さ12511ull。 重さ8600g。

東壁基底部 228 2335 やや不良 鈍い橙色 2.5YR 6/4 平二面に調整痕。

焼成室床面 225 2345 不 良
明赤褐色2.5YR 5/8
鈍い橙色2.5YR 6/3 平一面に調整痕、指頭痕。

西壁基底部 226 2020 不 良 橙色 2.5YR 平二面 。長手一面に調整痕。
平一面に指頭痕。

燃焼室前面 225 2325 C 不 良 鈍い橙色 2.5YR 6/4 砂目地付着。長手一面に自然
釉、繊維圧痕。

焼成室狭間孔 228 やや不良 橙色 2.5YR 7/6
砂 目地付着 (厚 さ 3 11ull以 下)

長手一面に粘土塗布 (厚 さ 1

～ 51111n)。

焼成室の床面直上 225 2155 C 不良 鈍い橙色 2.5YR 6/4 砂目地付着。小ロー面に自然釉 (

228 やや不良 灰赤色 2.5YR 5/2 平二面に指頭痕。

焼成室床面 226 2290 やや不良
明赤褐色2.5YR5/8
赤褐色10R4/3

平一面に指頭痕。砂 目地付着

焼成室の床面直上 228 不良 鈍い橙色 2.5YR 6/4 平一面に指頭痕。長手一面に
繊維圧痕。

東壁基底部 (118) (1250) 未焼成 灰褐色 7.5YR 6/2 角が取れ、丸 く摩滅する。

(113) (1085) 未焼成 灰褐色 7.5YR 6/2 角が取れ、丸 く摩減する。

窯基底部の掘 り方
覆土

(156) (1245) 未焼成 灰褐色 7.5YR 6/2

焼成室の床面直上 不 良 淡赤橙色 2.5YR 7/4
平一面に指頭痕。長手一面に

繊維圧痕。小ロー面に粘土塗

布 (厚 さ 3～ 5 11un)。

やや不良 赤灰色 2.5YR 5/ユ
平一面に指頭痕。小ロー面に

粘土塗布 (厚 さ 2～ 7 11ull)。

長手一面に重ね痕。

(220) (1785) 良 灰赤色 2.5YR 6/2

2365 やや不良 淡赤橙色 2.5YR 7/4 平一面に指頭痕。小日一面に

粘土塗布 (厚 さ 2～ 5111111)。

2120 やや不良 灰赤色 2.5YR 6/2
平一面に指頭痕。長手一面に

繊維圧痕。小日一面に粘土塗
布 (厚 さ 3～ 5 1nln)。

焼成の基準はつぎのとおり。良 :級密で、叩くと金属音がする。やや不良 :緻密だが、叩くとやや鈍い音がする。不良 :叩 くと

空虚な音がする。

第 6表 煉瓦観察表
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第54図 煉瓦実測図(1)
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∽

目地土

砂混じり粘土

暮魯魯息 ガラス状に硬化した範囲
煉瓦実測図(3)、 鉄製品
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番号 出土区・層位 器種 欝
てｃｍ，

幅

ｃｍ
隣
ぐｃｍナ

重 さ

(g)
備 考

1 窯西側の煉瓦散乱部 釘 0。 3 0.3 ユ 頭方形

2 燃焼室前面の煉瓦散乱部 不 明
刀
仕 0。 9 0.9 150 火かき棒 ?

鉄製品



普通煉瓦 七五

第57図 煉瓦の形状と種類

山梨県 ＼
＼ 東京都

＼

ハ 、

| (ン ‐⌒

上野原   、

神奈川膚 ＼

明治43年  5万分の 1地図



跡壇逗
韓
山

祉
本

ね
根４

根本山遺跡は市街地の背後にある根本山 (標高322m)南

斜面に位置し、縄文・平安時代の遺物散布地である。今回の

調査地点は 4箇所で、これ以前の発掘調査例はない。

第 1地点

調査目的 分譲宅地造成工事に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市上野原字新町1364-1他

調査期間 平成10年 10月 28日 ～11月 13日

調査面積 130m2(対象面積2,200m2)

概  要

調査地点は遺跡南端の緩斜面に位置する。工事予定地の畑地に巾 lm。 長さ10～40mの試掘溝を9ヶ 所設定

し、最深 2mま で重機掘削機を併用 して掘 り下げた。多 くの試掘溝で湧水が確認されたため、湧水部以下の

掘 り下げは行わず、一部深掘 りして層序を確認するに止めた。調査の結果、湧水がない斜面上方で縄文及び古

墳～平安時代の遺構・遺物が集中して確認されたため、事業者と協議の上で遺跡範囲を盛土保存とした。

(1)基本層序

層序は湧水の有無で異なった。斜面上方では湧水がなく、表土 (耕作土)・ 黒褐色土・ローム層の順で堆積

が見られたが、湧水地では黒褐色土とローム層の間に黒褐色粘土および黒色粘上が介在する。層厚は全般に斜

面下方に向かって厚 くなり、ローム層まで最深 2mであった。

第60図 調査地点
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根本山遺跡第 1地点土層

1 表土

2 黒褐色土

3 黒色粘土  酸化鉄多く含む。黄白色粒 (5mm以下)多 く含む。

4 暗灰色粘土 黄白色粒 (5mm以下)多 く含む。

5 暗褐色土

第61図 第 1地点調査区平面 。上層図
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(動 遺構 と遺物

遺構 (第 62図・図版 4)

円形土坑 8基、方形土坑 2基を検出した。この他、Iト レンチで円形土坑が複数重複 したものと思われる黒

色プランをlヶ 所、円形プランを 1基確認した。すべて斜面上方に偏在する。

検出した土坑は 1号～10号土坑である。以下、発見された トレンチ別に説明する。

Gト レンチ

1号～ 6号土坑が、ローム層上面に集中して確認された。互いに重複するものが多い。 4号土坑を除きすべ

て円形基調の平面で、直径は0。 9m(5・ 6号 )、 1.2m(3号 )、 1.3m(1号 )、 1.6m(2号)である。確認面

からの深さは0。 1～ 0。 3mだが、 2号土坑は表土直下から黒褐色土を掘 り込んでいて最深0.6mを 測った。壁は

いずれも急激に立ち上が り、底面は平坦である。覆土は地山のローム塊・粒を含む暗褐色土が主体で、 1号土

坑は多数の礫 (5～20cm大)を伴う。

4号土坑は平面長方形を呈すると思われ、主軸の長さは残存値で1.5m。 幅0。 7mである。確認面からの深さ

は0。 lmを測る。断面形や覆土は円形土坑と共通する。

1号～ 6号土坑を通して、礫以外の出土遺物はない。

Iト レンチ

7号～10号土坑が、ローム層上面に集中して確認された。

7号土坑は大半が調査区外にかかるため平面規模は不明確だが、方形を呈するものと思われる。竪穴状を呈

する可能性 もある。壁の 1辺は2.6mであった。壁は急激に立ち上が り、底面は平坦である。覆土は地山のロー

ム塊・粒を含む暗褐色土が主体である。出土遺物は、覆土中から土器の細片 6点が出上し、この中には縄文土

器、土師器が含まれる。

8号～10号土坑は 7号土坑に近接 し、互いに重複する。すべて円形基調の平面で、直径は約0。 9m(9・ 10

号)、 1.3m(8号)であった。確認面からの深さは 8号土坑が0.6m、 9号・10号 は0。 lmである。 8号土坑の

壁はオーバーハング気味に立ち上がる。底面は平坦である。 9号 。10号 の壁はいずれも急激に立ち上がり、底

面は平坦である。覆土は、 8号土坑が黒色スコリアを含む黒色・暗褐色土、 9号 。10号土坑は地山のローム

塊・粒を含む暗掲色上が主体である。出土遺物は、 8号土坑の覆土中層で縄文土器の細片 3点、下層中の床面

から数 cm上で土師器の細片 2点が出土した。

なお、Iト レンチには、プラン確認に止めた遺構があるが、これはすべて平面円形を基調とするもので、覆

土や規模・立地から、検出済みの円形土坑と同種のものと推定される。

以上の遺構は、平面規模や覆上の類似性、群集して立地するなどの点から斉一性の強さが指摘できる一方、

多量の礫を伴う 1号土坑や、掘 り込みが深 く覆土を異にする 8号土坑のように異質な要素も認められる。遺物

は少なく、唯一遺物を伴う土坑 (7号・ 8号)では縄文土器と土師器の細片が覆土中に混在する状況であった。

土器片は微細であるため詳しい時期区分は困難である。このため、遺構の性格や時期については現段階で不明

といわざるを得ない。
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1～ 6号土坑

調査区北東部

9号土坑

(1//60)

根本山遺跡 7・ 8・ 10号土坑土層
1 表上
2 撹乱層
3～ 5 7号土坑覆土
3 暗褐色土 締まりやや強い。
4 暗褐色土 粘性・締まりやや強い。ローム塊 (5cm以下)

やや多く含む。
5 褐色土  粘性強く、締まり弱い。
6～ 8 8号土坑覆土
6 暗褐色土 粘性・締まり弱い。ローム塊・粒子(lcm以 下)

多く含む。
7 暗褐色土 粘性弱く、締まりやや強い。ローム塊・粒子

(lcm以下)、 黒色スコリア (5mm以 下)やや

多く含む。
8 暗褐色土 黒色味を帯びる。粘性やや強く、締まり弱い。

ローム塊 (3cm～5cm)、 黒色スコリア (5mm
以下)含む◇

9～ 10 10号土坑覆土
9 暗褐色上 粘性・締まり弱い。黒色スコリア (5mm以下)

やや多く含む。

根本山遺跡 1・ 2・ 3・ 4・ 5号土抗上層
1 表上
2 黒褐色土
3～ 4 1号土坑覆土
3 暗褐色土 粘性弱く、締まりやや強い。ローム塊・粒子

(lcm以下)多 く含む。
4 褐色上  暗褐色土・ローム塊を多く含む◇
5～ 8 2号土坑覆土
5 暗褐色土 粘性・締まり弱い。粗粒。
6 暗褐色上 粘性・締まりやや強い。ローム塊 (5cm以下)

多く含む。
暗褐色上 第 5号に類似。
暗褐色土 ローム塊・粒子 (孔 cm以下)

3号土坑覆土
暗褐色土 粘性弱く、締まりやや強い。

(lcm以下)多 く含む。

多く含む。

ローム塊・粒子
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10～11 5号土坑覆土
10 暗褐色土 粘性 。締まり弱い。ローム塊・粒子(lcm以下)

9 ●な ⑪  ψ
 .4Bt土 懇極そ卓亀教 締まり弱い。ローム塊●～■耐

多く含む。

第62図 第 1地点遺構平画・土層断面図
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遺物 (第63図 。図版 4)

縄文土器、弥生土器、土師器・須恵器・灰釉陶器、石器がある。黒褐色土中の出土が多 く、 とくに無湧水地

で目立った。

1～ 19は縄文土器の深鉢片である。 1、 円筒形を呈 し、矢羽状の集合沈線文が施される。胎土に金雲母を含

む。器厚 9mm。 2、 横位のキャタピラ文。 3、 低平な隆帯上に三又文。 4、 条線地に屈曲・蛇行する粘土組

を貼付。 5、 縄文地に半裁竹管による横位の平行沈線文。 6、 直線的に大きく開く口縁で、端部は内折する。

7、 波状口縁で、微隆起線による区画内に縄文が施される。 8、 波状口縁で、弧状の沈線による区画内に縄文

が施される。沈線上に円形刺突文。 9～ 15、 沈線区画の縄文を屈曲、弧状に配する。16、 日縁部に突起を有し、

幅広の沈線・円形刺突文が施される。17、 多条の沈線文を縦位に配する。18、 球状に張る胴部に沈線区画の縄

文が施される。19、 波状口縁で、端部上面に刻みが連続して加えられる。器厚 5mm。

以上のうち、 1、 中期初頭・五領ヶ台式。 2～ 3、 中期中葉。 4～ 6、 中期後葉・曽利式期。 7～ 15、 中期

末～後期初頭・称名寺式期。16～ 18、 後期前葉 ,堀 之内式。19、 後期後葉 。加曽利 B式 にそれぞれ比定され

る。20は縄文土器の浅鉢と思われる底部で、内外面に赤彩を有する。

21は弥生土器と思われ、Iト レンチ黒褐色土から出土 した。外面に斜位の条痕文が交錯する。胎土は礫 (1

～ 3mm大)を含む。色調は外面黄橙色、内面橙色。器厚 4mm。

22は須恵器奏の頚部。土器は、この他に土師器や灰釉陶器が出土しているが、細片のため図示できない。

23～ 25は石器で、いずれも縄文時代に比定される。23、 礫器。側面を両側から大きく打ち欠 き整えている。

一端は久損 している。現存長14.Ocm・ 幅13。 3cm。 厚 さ6.Ocm・ 重さ1555g。 ホルンフェルス。24、 石匙。長

さ13.Ocm・ 幅11.Ocm。 厚さ4.Ocm・ 重さ410g。 凝灰岩。25、 磨石。磨面中央に点状打痕が集中する。長さ9。

5cm。 幅8。 7cm・ 厚さ4.4cm。 重さ525g。 玄武岩質溶岩。

以上の出土地点は、多 くが Iト レンチである。この他は、Aト レンチ (2・ 9・ 10'14)、 Bト レンチ (15)、

Dト レンチ (6)、 Eト レンチ (11)、 Gト レンチ (3・ 22)である。

試掘坑
縄 文 時 代

古墳～奈良・平安 近 世 以 降 礫
土 器 石  器

A 23(中期 1・ 後期 3) 2(打製石斧・磨石) 7(土師器 6・ 灰釉陶器 1)

B 4(後期 2) 2(加工痕ある剥片 ) 2(土師器) 1

C 2 2

D 4(中期 1・ 後期 2) 1

E 9(後期 2) 1(石匙) 1(土師器) 1(陶磁器 ) 7

F 2(中期末～後期 1) 2(土師器)

G 10(中期 1,中期末～後期2) 4(土師器 3・ 須恵器 1) 1(瓦 ) 2

H 2(後期 1) 1(土師器 ) 1

I 75(中期 10。 後期13) 2(石皿 1・ 黒曜石剥片 1) 19(土師器18・ 須恵器 1) 7(陶磁器 )

合計 9

根本山遺跡 。第 1地点出土遺物集計表第 7表
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第 2地点

調査目的 道路造成工事に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市上野原1391他

調査期間 平成11年 6月 29日 、 7月 1日

調査面積 20m2(対象面積404m2)

概  要

調査地点は遺跡南端の養鶏場跡地である。工事予定地に巾 lm。 長さ10mの 試掘溝を2ヶ 所設定し最深1.5

mま で重機掘削機を併用 して掘 り下げた。この結果、養鶏場造成時のものと見 られる客土がハー ドローム層

にまで達しており、大きく撹乱を受けている状況が確認された。遺構・遺物は確認されなかった。このため、

遺跡の可能性は低いものと判断された。

なお、養鶏場跡地の北西側に隣接する畑地で縄文土器、石器を表採 したので併せて報告する (第64図 )。

1、 口縁が大きく開く深鉢で、頸部に波状の貼付文を有する。2、 縦位の沈線区画内に条線・蛇行沈線文。3・

4、 櫛歯状の刺突文。 5、 微隆起線区画の縄文が配される。 6、 沈線区画の縄文。以上のうち、 1～ 5は中期

後葉・曽利式期。 6は後期初頭・称名寺式にそれぞれ比定される。 7は台石で、平滑な磨面に凹み 1孔を有す

る。縄文時代に比定される。現存長27.2cm。 幅18。 4cm。 厚さ10.8cm。 重さ6940g。

第 3地点

調査目的 分譲宅地工事に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市上野原字新町1334-2他

調査期間 平成13年 11月 26日

調査面積 8m2(対象面積2,552m2)

概  要

調査地点は遺跡南端の養鶏場跡地である。工事予定地に巾0.5m・ 長さ16mの試掘溝を lヶ 所設定 し、深さ

1.Omま で重機掘削機を併用 して掘 り下げた。この結果、養鶏場造成時のものと見られる客上がハー ドローム

層にまで達しており、大きく撹乱を受けている状況が確認された。遺構・遺物は確認されなかった。このため、

遺跡の可能性は低いものと判断された。

第 4地点

調査目的 個人住宅建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市上野原字新町1435-1他

調査期間 平成14年 5月 13日

調査面積 20m2(対象面積434m2)

概  要

調査地点は遺跡西端に位置 し、ひな壇状に区画された宅地の一角に当たる。建設予定地に2m四方の試掘

坑を 5ケ 所設定し、深さ0。 lmま で重機掘削機を併用 して掘 り下げた。この結果、薄い表上の直下にハー ド

ローム層が検出され、土木工事による撹乱を受けていることが確認された。遺構・遺物は確認されなかった。

このため、遺跡の可能性は低いものと判断された
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15 黒ノ木遺跡

調査 目的 会社保養所建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市鶴島字黒ノ木3283-12

調査期間 平成10年 12月 24日

調査面積 8m2(対象面積372m2)

概  要

黒ノ木遺跡は桂川南岸の台地上に位置し、縄文時代及び土

師器の散布地である。遺跡の大半は湖南団地にあたり、ひな

壇状に区画整備 されている。これまでの試掘調査では、遺

構・遺物は発見されていない。

今回の調査地点は湖南団地の一角にあたる。建設予定地に 2m四方の試掘坑を2ヵ 所設定し、最深0。 6mの

ローム面まで重機掘削機を併用 して掘 り下げた。この結果、表上下の一部に暗褐色上の薄い堆積が確認された

が、全般に地表近 くでハー ドローム層が露出する状況であり、区画造成時に大きく削平された状況が確認され

た。遺構・遺物はなかった。このため、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

第65図 遺跡位置

第66図 調査地点
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16 西ノ原古墳

第 I次調査

調査目的 不時発見に伴う現況確認調査

調 査 地 上野原市大野字西ノ原5372

調査期間 平成11年 4月 26日 ～ 6月 22日

調査面積 8m2
概  要

西ノ原古墳は扇山 (1137.8m)南東麓の斜面に位置し、標

高は427mで ある。畑の耕作中に横穴式石室 1基が偶然発見

され、土地所有者である大神田貢一氏のご協力で現況確認調 第68図  遺跡位置

査を実施した。石室は調査後に埋め戻され、同年12月 、市の史跡に指定されて現地保存された。

第Ⅱ次調査

調査目的 古墳の分布調査

調 査 地 上野原市大野字西ノ原5404

調査期間 平成12年 2月 21日 ～28日

調査面積 20m2

概  要

西ノ原古墳の調査後、地元住民より、周辺の畑を耕作すると特定の場所で地下の石に当たるという話をうか

がった。古墳が周辺にも分布している可能性が考えられたため、石に当たるという箇所を2ヶ 所特定し、それ

ぞれ約10m2の 試掘坑を設定して人力で掘 り下げ調査した。この結果、各試掘坑で表土直下に巨大な礫を確認

した。A地点の礫は、長さ0。 85m。 幅0。 7m。 最大厚0。 3mであり、B地点の礫は、長さ0。 95m。 幅0。 75m・ 最

大厚0.4mであった。いずれも横転した状況で出土し、両側面は平坦面を有する。石材は泥質片岩である。各

試掘溝とも範囲を拡張したが、B地点で約10cmの 礫が数点と縄文時代の打製石斧 1点が出土した以外に遺

構・遺物は検出されなかった。新たな古墳の発見には至らなかったが、出土した巨大な礫はいずれも西ノ原古

墳に用いられた奥壁と形態・規模・石材の点できわめてよく類似し、石室の構築材に用いられた可能性が高い。

第69図 調査地点
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(1)西ノ原古墳の構造 (第 71～ 72図 ・図版 5。 6)

横穴式石室で、墳丘、及び石室の天丼部と側壁の大半はすでに失われ、石室の基底部が現存する。前庭部は

すでに削平され遺存 しない。調査開始時点では床面付近まで掘削された状況であった。

石室の全長は3.6mで、主軸方向は N42° Eである。胴張 り形態であるが、東壁の張 りは西壁に比べ弱い。

側壁は基底部 1段のみが残され、最大高は0。 3mである。内壁には平坦な面が用いられる。奥壁は巨大な礫一

枚が用いられ、高さ0.8m・ 幅0。 7m。 最大厚0。 4mを測る。床は礫床で、全般に0.3～0.5mの 比較的平坦な礫

を敷き、隙間に拳大の礫を詰めている。側壁・奥壁の石材は泥質片岩を主体とする。

石室の床面における全長は3。 3m、 最大幅は1.2mである。奥壁か ら1.0～ 1.8mの範囲に最大幅を有 し、胴

張 り形を呈する。石室は玄室と羨道が明確に区分されない無袖型の構造であるが、床面の石材によって室区分

を認識することができる。奥壁から1.7mま での床には黄色の砂岩系ホルンフェルスが用いられ、この範囲が

玄室に相当するものと考えられる。これより閉塞部にかけての床材は泥質片岩が用いられ、この相違に対応す

るように西壁の内面ライン (奥壁から2列 日と3列 目の間)は弱 く屈曲している。

閉塞部は西壁が失われているが、幅は約1.Omと 推定される。床上に大型で横長の礫が残され、最大幅0。 4

m。 長さ0,9mを 測る。

石室の周囲にサブ トレンチを設定して調査 したところ、石室の掘 り方と見られる黒色プランが、奥壁から0.

6m斜面上方と東壁側で確認された。掘 り方は未検出だが、地山の暗褐色上を掘 り込んで石室が構築された、

いわゆる半地下式構造である可能性が強い。

(2)遺物

床面直上の土壌をすべてフルイにかけて精査 したが、出土遺物は検出されなかった。

(3)西ノ原古墳に関する考察

西ノ原古墳は、上野原市内で古墳の実態が明らかになった初例である。市内では桂川北岸の塚場古墳群 (上

野原古墳群)と鶴川西岸の上ノ山古墳群が知られているが、未調査のため詳細は不明である。)。

桂川流域の古墳は上野原市 と大月市に数力所知られ、これより上流域では確認されていない。また、下流域

では神奈川県津久井郡城山町に後期古墳や横穴墓群が確認されている程度であるため、上野原市 。大月市域が

相模川上流から桂川流域における古墳の主要な分布域となっている。この地域の古墳は形態や出土遺物から後

期古墳に位置付けられ、 7世紀代の所産と推定されている。このうち石室構造が把握された例は少ないが、西

ノ原古墳から約 9km上流の大月市・子の神古墳 (市史跡)は、直径 6m・ 高さ3mの墳丘を有 し、胴張 り形

態の無袖型横穴式石室である。石室は河原石積みで、長さ5m。 最大幅1.6m・ 高さ2mの規模を有する。須

恵器の奏 。長頸瓶、直刀・鉄鏃などが出土した。同市内の金山古墳や鳥沢古墳 も胴張 り形態の無袖型横穴式石

室である。石室の長さは4m前後で、最大幅1.5m程度の規模を有する。鉄鏃・直刀・鐸などが出土したの)。

西ノ原古墳の石室は自然石を用いた胴張 り形態の無袖型横穴式石室で、半地下式の構造を採るものであった。

この石室形態は、半地下式の点を除くと大月市内の古墳 と共通するものであり、桂川流域における特徴 と言 う

ことができる。また同様の石室は相模川上流域や多摩川流域にも見られる。

相模川上流域では、西ノ原古墳から約20km下流に神奈川県津久井郡城山町・八幡神社古墳がある。 7世紀

前半頃に推定される河原石積みの無袖型横穴式石室で、張 りの弱い胴張 り形態を採る。半地下式構造で、石室

規模は推定全長 3～ 4m、 石室幅は最大1.lmを測る。
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多摩川上流域では東京都あきる野市瀬戸岡古墳群がある。このうち、瀬戸岡30号墳は河原石積みの無袖型横

穴式石室で、張 りの弱い胴張 り形態を採る。半地下式構造で、石室規模は長さ3.15m、 石室幅は最大1.lmを

測る。時期は出土遺物から7世紀中葉に比定されている。

このように西ノ原古墳の石室構造は相模・武蔵地域に類例が求められるが、当古墳がどの地域の影響のもと

に造られたかは即断できない。西ノ原古墳を含めた桂川流域は、相模・武蔵・駿河・甲府盆地と接する交通の

要衝と捉えられており、当古墳の系譜や出自については広範な地域のもとで検討が加えられる必要がある。)。

当古墳の造営時期は、周辺事例 と同様 7世紀代と考えられるが、詳細は出土遺物がなく確証に欠ける。なお、

近年における瀬戸岡古墳群の発掘調査では、胴張り形態の無袖型横穴式石室について年代的位置付けの再検討

が行われている。この中で、同古墳群の石室形態は、短冊型・胴張 I型・胴張Ⅱ型 。小石室の 4つ に大別され、

このうち西ノ原古墳 と同様、玄室側壁にわずかな胴張 りをもつもの (胴張 I型)は、瀬戸岡30号墳の出土遺物

から少なくとも7世紀中葉には出現 していたことが想定されている①。西ノ原古墳造営の上限もおおむね 7世

紀前半代に求められる可能性は高いものと考えられる。

当古墳は、他地域の事例を考え併せれば群集墳であった可能性が考えられる。このことは、奥壁にきわめて

類似した礫が近隣で検出されたことや、市内の古墳群がいずれも2～ 3基から構成されていることからも想定

され、今後、古墳造営の母体となった集落址の確認と併せて検証を進めていく必要がある。

なお、西ノ原古墳は、土地所有者のご理解と関係者のご努力で市史跡に指定され、現地保存されている。

(1)両古墳群については『上野原町誌』1975に詳述されている。

② 大月市の古墳については、山本寿 男々『山梨県の考古学』1968、 『大月市史』1978を参照した。

(3)瀬戸岡古墳群の系譜については、従来考えられてきた北武蔵地域以外に、石室構造の類似性などから静岡県愛宕山周辺な

ど東海地方の影響が想定されている。西ノ原古墳も地理的な位置から東海地方との関係についても視野に入れる必要があ

ろう。東京者1埋蔵文化財センター松崎元樹氏にご教示いただいた。

Ш 松崎元樹他「瀬戸岡古墳群の再検討」『天神前遺跡・瀬戸岡古墳群・上賀多遺跡。新道通遺跡・南小宮遺跡』東京者[埋蔵

文化財センター調査報告第95集 2001
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第71図 西ノ原古墳平面 。断面図
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調査目的 分譲住宅の取 り付け道路工事に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市上野原字山風呂原5354-1他

調査期間 平成11年 7月 28日

調査面積 18m2(対 象面積360m2)

概  要

山風呂遺跡は鶴川東岸の河岸段丘面に位置 し、縄文時代の

遺物散布地である。調査は、工事予定地の畑に巾 lm。 長さ

2皿 の試掘溝を8ケ 所設定し、最深0.4mま で重機掘削機を

併用 して掘 り下げた。この結果、表土 (耕作土)直下がロー

ム層で、耕作による撹乱を受けていた。遺構は、時期不明の上坑 1基がローム層上面で確認されたのみである。

土坑は直径1,Omの 平面円形で、壁は失われていた (図版 7)。 覆土はローム塊や黒色スコリアを多 く含む暗

褐色土であった。出土遺物はない。以上の結果から、工事予定地では全般に深耕の影響が認められ、遺構・遺

物の分布は希薄であった。
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第73図 遺跡位置

第74図 調査地点
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山風呂遺跡土層
1 1表土 耕作土。

第75図 調査区平面・ 土層図
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18 用竹神戸遺跡

調査目的 上野原市桐原支所建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市桐原2367-9

調査期間 平成12年 3月 9日

調査面積 23m2(対 象面積226m2)

概  要

用竹神戸遺跡は鶴川西岸の斜面地に位置し、弥生時代の遺

物散布地である。建設予定地の畑に巾 lm・ 長さ約 4～ 10m

の試掘溝を 4ケ 所設定 し、深 さlmま で重機掘削機を併用

して掘 り下げた。この結果、基本層序は表土 (耕作土)。 暗

褐色土・礫混じりのハー ドロームローム層で、一部で表上下に客土が介在していた。遺構・遺物は確認されな

かった。このため、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。なお、隣接地区で実施され

た山梨県埋蔵文化財センターによる試掘調査でも、今回と同様の結果が得られている。
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第77図 調査地点
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用竹神戸遺跡土層
1 表土   耕作±9

2 -黒褐色土 客上。礫・ ローム塊多く含む。現代遺物含む。

3 1暗褐色土 粘性・締まり弱い。礫 。ローム塊やや多く含む。

調査区平面 。土層図
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なかむれ

19 中群遺跡

調査 目的

調 査 地

調査期間

調査面積

概  要

中群遺跡は中群山 (739m)山 頂に位置 し、縄文時代の遺

物散布地である。調査地点は遺跡南端の山林に位置する。

工事予定地に巾 lm。 長さ2mの試掘滞を3ヶ 所設定し、

最深 lmま で重機掘削機を併用 し掘 り下げた。この結果表

土は薄く、直下にローム層が確認された。遺構 。遺物は確認

されなかった。このため、工事予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

林道改良工事に伴う試掘調査

上野原市西原1159他

平成12年 9月 6日

6m2(対象面積90m2)

廻
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笏

笏

彩
彰

第79図 遺跡位置
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第80図 調査地点
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50m

中群還跡土層
1 表土 車木根が多く混じる。

2 ソフトローム層|

3 第 2層 と第3層の混合層。
4 ハードローム層。

lm

第81図 調査区平画・土層図
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調査目的 上野原市役所・文化ホール建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市上野原字人間々3832-1他

調査期間 平成12年 10月 30日 ～11月 6日

調査面積 845m2(対象面積19,220m2)

概  要

大間々遺跡は桂川北岸の河岸段丘面に位置する。市街地一

角の工場跡地にあたり、遺跡は知られていなかった。

建設予定地に巾 lm。 長さ15～40mの試掘溝を19ヵ 所設定

し、重機掘削機を併用 して掘 り下げた。この結果、コンク

リー ト基礎などがローム面まで達し、土層の旧状をとどめている場所は少なかったが、一部で平安時代の竪穴

住居址や柱穴列が確認され、土師器などの遺物が出土 した。このため、翌年に発掘調査を実施した。

¥~

調査地点

第82図 遺跡位置

一佐

間
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第84図 調査区平面図
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(1)基本層序

基本層序は表土 (整地層)・ 黒褐色土 。にぶい褐色土・ローム層であったが、

かつ地下深くに及んでいたため、土層の旧状をとどめている場所は少なかった。

代の遺物包含層であり、該期遺構覆上の基調となっている。

土木工事による撹乱が広範囲、

このうち、黒褐色土は平安時

1

lm

人間々遺跡土層

1 表土     整地層。コンクリート塊・砂利を含む。

2 黒褐色土   黒色スコリア (511ull以 下)やや多く含む。平安時代の遺物包含層。

3 にぶい褐色土 粘性・締まりやや強い。橙色スコリア (311un以 下)やや多く含む。

第35図  調査区土層図

(2)遺構 と遺物

確認された遺構は、竪穴住居跡 3軒、ピット (小穴)9基、上坑 1基、焼土址 1基である。竪穴住居跡は 1

辺 3～ 4mの平面方形で、北寄 りにカマ ドを有する。

遺物は総数30点 出土し、すべて土器の細片であった。大半が上師器である。

出土遺物 (第78図 )

1は縄文土器。円筒形の深鉢口縁で、隆帯上に連続爪形文が施される。中期中葉に比定される。

2～ 9は土師器。 2、 台付甕の脚部。内外面に櫛歯状工具による刷毛目が見られる。色調は褐色。器厚 5mm。

3～ 6は内外面に刷毛調整が施される。色調は暗褐色・黒褐色を呈し、胴部の器厚は 6mm程度である。

7、 郭の口縁部。口縁端部は肥厚 し、体部に斜めのヘラ削 りが施される。色調は橙色で、器厚は 3mmである。

8、 奏の胴部。内外面とも撫で調整が施される。色調はにぶい褐色を呈し、器厚は 3～ 6mmである。

9、 台付奏の脚部。色調はにぶい褐色を呈する。

以上のうち、 2は古墳時代前期、 3～ 9は平安時代に比定され、とくに3～ 7は 甲斐型、 8～ 9は相模型と

呼ばれるものである。

住居覆土
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第86図 出土遺物

試掘坑 縄 文 時 代 古墳～奈良・平安時代 近 世 以 降 礫

A 2(土師器)

C 13(土師器)

D 土器 2(中期 ) 12(土師器 )

F 1(土師器 )

L 7(土師器 )

0 2(土師器)

P 2(土師器)

Q 3(土師器 )

合計 42 0 0

(  )は 内訳。試掘坑で表記がないものは出土遺物なし。

第 8表 大間々遺跡出土遺物集計表
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調査目的 東大野集会所建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市大野字熊野前1341-1

調査期間 平成13年 12月 17日

調査面積 8m2(対象面積1,019m2)

概  要

東大野遺跡は大野貯水池北側の台地に位置し、縄文・平安

時代の遺物散布地である。建物予定地の畑に2m四方の試

掘坑を2ヶ 所設定 し、深さlmの ローム層まで人力で掘削

した。この結果、基本層序は表土・にぶい褐色土・暗掲色       第87図 遺跡位置

土・ローム層であった。遺物は縄文時代中期の上器片と打製石斧が数点出土 したが、遺構は確認されなかった。

出土遺物 (第80図 )

1～ 2は縄支土器で Aト レンチ第 2層～ 3層出土。 1は深鉢の胴部で、短沈線がまばらに施される。 2は

深鉢の口縁部で、端部は丸い。いずれも中期に比定され、 1は曽利V式にあたる。 3は打製石斧で Bト レン

チ第 5層出土。撥形を呈する。長さ8.7cm・ 幅5.9cm・ 厚さ0.6cm、 重さ100g。 石材はホルンフェルス。
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第88図 調査地点
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BA

1

2

3

4

東大野遺跡土層

1 表土

2 黒褐色土

3 にぶい褐色土

黒褐色土

黒褐色土

lHH作土。          ~
粘性・締まり弱い。黒色スコリア (5mm以下)やや多く含む。

粘性・締まりやや強い。黒色スコリア (3mm以下)・ 橙色ス

コリア (lmm以下)を多く含む。第 2層 由来の黒褐色上が斑

状に混じる。

粘性 。締まり強い。橙色スコリア (5mm以下)やや多く含む。

第 2層 と第 3層の混合層。

第89図 調査区平画・上層図、出土遺物

3

lm
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22 裏大越路遺跡

調査目的 老人保健施設建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市上野原字裏大越路7806他

調査期間 平成15年 3月 3日 ～ 6日

調査面積 320m2(対 象面積7,918m2)

概  要

調査地は神奈川との県境である境川西岸に位置し、畑や草

木地が混在する斜面地である。建設予定地に巾 lm・ 長さ30

～50mの試掘滞を 8ケ 所設定し、最深1.Omま で重機掘削機

を併用 し掘 り下げた。この結果,全般に表土 (耕作土)直下

にローム層が確認され、斜面縁辺部で暗褐色土が介在する。遺構は縄支時代早期の陥し穴状土坑 1基が発見さ

れ、覆土中から縄文土器片 1点、土坑周囲で石鏃 1点が出土 した。これ以外の遺構・遺物はなく、他に風倒木

痕と思われる落ち込みが数箇所で確認された。

第90図 遺跡位置

第91図 調査地点
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第92図 調査区平面図
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(1)基本層序

全般に表土 (耕作土)直下がローム層で、耕作による撹乱を受けていた。

(2)遺構 と遺物

陥し穴状土坑 (第94図 。図版 8)

Eト レンチのローム層上面で 1基確認された。平面は不整長方形を呈 し、長軸1.55m・ 短軸0.6m、 底面ま

での深さは斜面上方で最も深 く0,75mを 測る。壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦で、斜面上方にピッ

ト1基が検出された。ピットは直径 0。 26m、 深さ0.3mである。土坑の覆土はローム粒子を多 く含む暗褐色土

を主体 とする。縄文土器片 1点が覆土中層から出土した。土器は深鉢胴部で、底部に向かってすぼまる器形で

ある。無文。内外面とも剥落が目立ち、胎土に石英などの粒子を含む。色調はにぶい褐色。器厚は1.lcm。 縄

文早期に比定される。本遺構は出土遺物から縄文時代早期に位置付けられる。

石鏃が、土坑から2.5m西側のローム直上で 1点検出された。長さ1,6cm・ 最大幅1.4cm・ 厚 さ3mm。 石

材は黒曜石である。

C

1

裏大越路遺跡土層

3～ 11 倒木痕覆土 (全般に粗粒で、粘性やや強い)

3 暗褐色土  第 3層 と同質だが、褐色味を帯
びる。

褐色土粗を多 く含む。

褐色上粒 。小礫を含む。

黒色味を帯びる。褐色土塊 (lcm
～2cm)・ 拳大の礫を含む。

黒色味を帯びる。粗粒。

粘性強い。

地山のハー ドローム層に似るが粗

粒。暗褐色土塊・拳大の礫を含む。

粗粒。

第 2層 との境は漸移的である。

倒木痕 (Gト レンチ)

第93図 調査区土層図

旧耕作土。表土

４

５

６

　

７

８

９

　

１０

■

lm

暗褐色土  粘性・締 ま りやや強い。橙色・

青灰色スコリア (5mm以下 )・ 褐

色土粒・炭粒を含む。

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

褐色土

暗褐色土

漆黒色土

A

1

F

１

一
　

２
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石鏃出土地点
・                                             ‐2

土坑

-3

|

|

~~~[:こ

,7~~  9  (1/40) lm

裏大越路遺跡土坑土層

全般に粘性強く、締まり弱い。橙色・青灰色スコリア

暗褐色土  ローム粒子やや多い。 2 黒褐色土

暗褐色土  ローム粒子多い。   4 褐色土

ヽ

_

◆

0  (1/2) 5cm

ハ
ーー‐

ν

(5mm以下)を少し含む。
ローム粒子やや多い。

地山のロームと同質。

第94図 遺構平面 。上層断面図、出土遺物
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遺跡

調査 目的

調 査 地

調査期間

調査面積

概  要

調査地は鶴川東岸の河岸段丘面に位置する。工事予定地の

休耕田に巾 lm。 長さ10～ 20mの試掘溝を7ケ 所設定し、最

深1.Omま で重機掘削機を併用 し掘 り下げた。この結果、基

本層序は表土・黒褐色土・暗褐色土 。ローム層であった。遺

構は、古代以降の上坑 4基・ピット1基、及び縄文土器片・石器等を含む遺物集中部 1カ 所を検出した。遺物

は縄文時代の遺物集中部から、中期中葉の土器、磨石 。打製石斧・石匙・スクレイパー・加工痕のある剥片、

被熱痕のある礫が出土した。この他の遺物は、土坑・ピット覆土から土師器の細片がわずかに出上し、遺構外

では縄文土器片が数点出上した。

(1)土坑

1号～ 4号土坑があ り、第Ⅲ層上面で確認された (第 98図 )。 覆土は第Ⅱ層を基調とした黒褐色土である。

平面が円形と長方形の 2種類に大別でき、このうち、円形タイプの 2～ 4号土坑は、直径1.2～ 1.5m、 最深0。

31mの規模を測る。 3・ 4号は重複する。出土遺物はない。長方形タイプは 1号土坑のみで、主軸長1.Om。

幅0。 8m・ 深さ0.5mを測る。遺物は、覆土上層から土師器と思われる細片 1点が出土した。遺構の時期は、層

位や出土遺物から古代以降に位置付けられる。

(2)ピ ット

1基検出された (第 98図 )。 平面は不整精円形で、覆土は第Ⅱ層を基調とした黒褐色土である。規模 は長軸

0。 95m。 幅0.65m。 最深0。 67mを測る。遺物は、覆上下層から土師器と思われる細片 2点が出上 したが、微細

のため時期区分は困難である。遺構の時期は、層位や出土遺物から古代以降に位置付けられる。

てらばたけ

23寺 畑

分譲宅地工事に伴う試掘調査

上野原市上野原字寺畑4014-7他

平成15年 9月 16日 ～18日

148m2(対象面積1,322m2)

違 〉勲

TF寧輔― ―

ス女ア|ミ

第96図 調査地点

第95図 遺跡位置

娃!
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C

30m

寺畑遺跡土層

1 表土   旧耕作土

2 黒褐色土 黒色スコリアを含む。

3 暗褐色土 橙色スコリアを含む。下層ロームとの境は漸移的である。

4 ソフ トローム

5 ハー ドローム

第 9表 寺畑遺跡出土遺物集計表

-89-

E

刊

2

3

4

5

第97図 調査区平面・土層図

試掘坑
縄文時代

古墳～奈良・平安 近世以降 礫
土器 石器

A 1(土師器)

B 4(中期 1) 2(加工痕ある剥片) 6

C 139(中期) 14(打製看斧 8・磨石・石匙) 4(土師器) 276

D 3(中期) ユ

E 2(中期 )

F 2

G 1(打製石斧)

合計 150 5 0 286

は内訳



ビット

ぷ
引
中
ヽ

と

外

掏

9  (1ィ 40) lm
C――― , ,一―一Ci

3号     4号

卜土層

黒色スコリア・褐色上を多く含む。
ピット覆土。
黒色スコリア・褐色上をやや多く合
む。ピット覆土。

寺畑遺跡 3号土坑土層
1 暗褐色土 黒色スコリア・褐色上をやや

多く含む。

寺畑遺跡 4号土坑土層
2 暗褐色土 黒色スコリア・褐色土を多く

含む。

寺畑遺跡ピッ

1 表土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 ローム

5 黒褐色土

6 黒褐色土

0 (1/40) lm

第98図 遺構平面 。上層断面図
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(3)遺物集中部

調査区東側の Cト レンチに位置し、第Ⅲ層中で確認された。約 2m四方の範囲に多量の縄文土器、石器、

礫が混在して出土した。遺物の平面分布は周囲に拡散することなく限定的なあり方を示し、垂直分布は最大0。

4mの幅があった。掘 り方は確認されなかった。遺構の時期は層位や出土遺物から縄文時代中期中葉に位置

付けられる。以上から、本遺構は窪地等を利用 した小規模な遺物廃棄場 (い わゆる土器捨て場)の可能性がある。

① 土器 (第 99図 、図版 9)

すべて縄文土器の破片で、総数139点 である。 1、 角押文が斜位・波状に施される。 2、 口縁突起部にキヤタ

ピラ文・ペン先状工具による三角押文が施される。 3、 わずかに波状を呈する口縁部で、キヤタピラ文・玉抱三

叉文が施される。4～ 7は隆帯脇にキヤタピラ文が施される。4、 口縁部に重三角区画文を配し、区画内に三叉

文が施される。6、 三角形の隆帯区画が配され、隆帯沿いに三角押文が施される。7、 横位楕円の隆帯区画が配

され、区画内に波状沈線が施される。8～11は半裁竹管による半隆帯で横 。縦・斜位の区画を有 し、区画内に集

合沈線が施される。このうち 8は、屈曲する無文口縁部に円環状の把手を有し、把手側面の一部は連続する刻

みが加えられる。12、 平行沈線による三角区画内に、集合沈線、及び三叉状・波状の沈線を施す。13、 口縁の波

頂部で円形の子しを有する。口縁と子とは隆帯で縁取られ、隆帯側面は連続する刻みが加えられる。14・ 15は縄文地

の胴部で、14の縄文は波状沈線で区画される。16～19は深鉢胴部に鎖状隆帯が施されたものである。16は波状

口縁で、口縁と胴部を鍔状の隆帯で区画する。隆帯上や区画内には交互の刻みや連続爪形文が加えられる。17・

18は 区画内に集合沈線が施され、18は隆帯上に交互の刻みが加えられる。19の鎖状隆帯は弧状に垂下する。20、

隆帯上に連続する刻みが加えられる。21、 半隆帯、及び半裁竹管による刻みが加えられた隆帯が斜位に施され

る。21・ 22は丸 く内湾する口縁部。21は胴部と沈線によって区画され、22は 眼鏡状の把手が付 く。以上の土器は

すべて中期中葉に位置付けられ、1は格沢式期、2は新道式期、3～ 23は藤内式・井戸尻式期に比定される。

② 石器 (第 100図 、図版 9)

打製石斧 9点、石匙 1点、スクレイパー 1点、磨石類 3点が出上した。

香号 出土区・層位 器種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 石材 備考

1 遺物集中部一括 打製石斧 6.0 140 泥質片岩

(9.4) ホルンフェルス

11.0 1.4 ホルンフェルス

4 11.5 4.9 120 ホルンフェルス

12.9 4.6 154 泥質片岩

6 (11.4) 泥質片岩

7 12.0 5。 3 2.0
Ｏ
Ｏ 泥質片岩

8 14.3 6.0 170 泥質片岩

9 15。 0 8。 2 2.0 ホルンフェルス

10 スクレイパー 8.5 緑色凝灰岩

石 匙 10,8 205 ホルンフェルス

磨 石 14.1 7.7 564 砂岩

ク 12.2
０
０ 2.4 砂 岩

ク 10,6 5。 2 545 砂 岩

第10表  寺畑遺跡出土石器一覧表

③ 礫

総数276点 (総重量16kg)出土し、このうち約60%は破損していた。赤化や吸炭など被熟痕跡が明瞭に認め

られたものは37点 (全体の13%)あつた。

-91-



・
                   。

２

中［Ｊ



一

刑
円
―――
も

14

D
o   (1/3)  10cm

_2更こ
'〉

1

_8
_6

12



跡連逗
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調査 目的

調 査 地

調査期間

調査面積

概  要

当月遺跡は桂川北岸の河岸段丘面から背後の山際に位置し、

縄文時代の遺物散布地として知られている。調査地点は国道

20号線南側に位置し、段丘平坦面から縁辺の畑地に当たる。

建設予定地に巾 lm・ 長さ15～30mの試掘溝を5ヶ 所設定 し、最深1.6mま で重機掘削機を併用 し掘 り下げた。

調査の結果、平坦地の基本層序は表土 (耕作土)。 暗褐色土・粘土質の黒褐色土・ローム層で安定していた

が、斜面地では層厚が減少し、表土直下がローム層となっていた。遺構は縄文時代中期後葉に推定される配石

1基、焼土址 1基を確認した。遺物は縄文時代早期・中期の上器片、石器 (加工された不定形の礫・スクレイ

パー・石匙・磨石類・台石・石棒)が出土した。

店舗建設 (セ ブンイレブン四方津店)に伴う試掘

調査

上野原市四方津字当月979-1他

平成15年 9月 29日 ～10月 1日

136m2(対象面積2,159m2)

‥‥―‐
イ
カ

タ

第101図 遺跡位置

第102図 調査地点

添 Ⅷ
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国道20号

0           10m
i              l

B-1 C-1

C-2

1

9      1      lm

第103図 調査区平面・土層図

当月遺跡土層
1 表土   旧耕作土ょ

2 暗褐色土 粘性・締まりやや強い。橙色スコリア・

白色礫の粒子をやや多く含む。

3 黒褐色土 粘性強く、締まりやや強い。粘土特有の

臭気がある。橙色スコリア・白色礫の粒

子・ローム塊を含む。

4 ローム層
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(1)遺構

Bト レンチで配石 1基、焼土址 1基が近接 して検出された (第 104図 ・図版10)。 確認面は地表下約40cmの

第Ⅱ層中である。

配石は比較的大型の平石 5枚で構成されるが、石の大半を掘削作業中に取 り上げてしまったため、詳細な出

土状況は不明である。石表面の一部に被熱による赤化が認められた。

焼土址は平面円形で、直径0。 4m・ 深さ0.18mを 測る。覆土は 2層 に分けられ、上層にやわらかい焼上が堆

積する。壁面は焼けていない。出土遺物はない。

配石や焼土址の周囲には、ほぼ同レベルで縄文土器片や破損した礫が比較的多 く分布し、この中には石匙や

加工痕のある剥片もわずかに混在する。なお、被熱礫はわずかであった。

これら遺構の時期は、周囲の出土土器から縄文時代中期後葉に推定される。

(2)遺物

B,Cト レンチを中心に縄文土器片・石器・礫が出土した。出土層位は第Ⅱ層～第Ⅲ層上位である。礫は333

点出土し、大半は拳大以下の被損礫であった。以下、土器と石器について説明する。

試掘坑
縄 文 時 代

古墳～奈良・平安 近 世 以 降 礫
土 器 石 器

A 1 1

B 49(早期 3。 中期 6) 5(黒曜石剥片 1)

C 20(早期14) 84

D

E

合計 74 0

第11表  当月遺跡出土遺物集計表           (  )は 内訳

① 土器 (第 105図・図版11)

すべて縄文土器の破片で、総数74点が出土した。

1～ 3は深鎌の無文土器で、出土土器の大半を占める。 1、 口縁部で端部は平坦。胎上に微細な金雲母や石

英などの粒子を含む。色調は褐色で、器厚1.2cm。 2、 胴部。表面には縦位に擦痕が見られる。色調は褐色で、

器厚1.2cm。 3、 胴部で、底部に向かってすぼまる器形である。胎土に金雲母 (lmm)な どの粒子を含む。

色調は褐色で、器厚1.0～ 1.3cm。 出土地点は、 1が Dト レンチ、 2が Cト レンチ、 3が Bト レンチである。

4～ 6は縄文が施された深鉢で、底部に向かってすぼまる器形である。 4、 縦位の縄文がまばらに施される。

胎土に金雲母 (lmm)な どの粒子を含む。外面の色調は暗褐色。器厚1.0～ 1.3cm。 5、 縦・斜位の縄文が

密に施される。胎土に金雲母や石英などの粒子を多く含む他、繊維痕が見られる。色調は黒褐色。器厚1.2cm。

6、 斜位の節の太い縄文が施される。胎土に金雲母や石英などの粒子を含む。色調は褐色で、器厚1.2～ 1.6

cm。 出土地点はすべてBト レンチである。

7、 多条の沈線が横位に施される。胎土に礫 (5mm)がやや多く含まれる。色調はにぶい褐色。器厚1.3cm。

出土地点はBト レンチ第Ⅱ層中である。

8～ 10は深鉢胴部で、擦痕状の条痕文が内外面に施される。外面の条痕文は、 8が波状・縦位、 9は不定方

向、10は不明瞭だが横位に、それぞれ施される。また、10の外面には絡条体圧痕文が伴う。胎土にはいずれも

砂粒や繊維痕が見られる。色調は褐色 (8)、 橙褐色 (9)、 暗褐色 (10)で ある。器厚は1.2～ 1.3cm(8・
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9)、 0。 9cm(10)である。出土地点はすべて Cト レンチ第Ⅱ層～第Ⅲ層上位である。

11～ 14は配石に近接 して出土した。11～ 13は深鉢口縁部で、接合 しないが同一個体 と推定される。日縁端部

は平坦である。縦位の条線が施される。胎土に石英などの粒子を多 く含む。色調は橙色・にぶい褐色。器厚は

約1.Ocm。 14、 壷の胴部と思われ、沈線による大型の渦巻文が配される。胎土に石英などの粒子を含む。色調

はにぶい褐色。器厚は0.8～ 1.Ocm。

以上のうち、 1～ 7は縄文早期前半、 8～ 10は早期後半で、このうち 4～ 6は撚糸文系、 7は沈線文系、 8

～10は貝殻条痕文系土器に、それぞれ位置付けられる。また、11～ 14は 中期後葉・曽利式期に比定される。

② 石器 (第 105図～107図 。図版■)

総数16点出土した。加工された不定形の礫が多く、他にスクレイパー・石匙 。磨石類・台石・石棒がある。

番号 出土区・層位 器種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ (g) 石 材

Cト レンチ Ⅱ～Ⅲ層上部 礫 器 9。 3 150 ホルンフェルス

Dト レンチⅡ～Ⅲ層上部 ク 8.9 8.1 207 ホルンフェルス

Aト レンチ 11。 1 9.4 つ
０ 358 ホルンフェルス

18 Cト レンチⅢ層 疑灰岩

Cト レンチ Ⅱ～Ⅲ層上部 (8.0 7.4 細礫岩

Bト レンチ Ⅱ～Ⅲ層上部 (8.4) 3。 2 凝灰岩

Cト レンチ (20。 4) 18.ユ 2400 ホルンフェルス

Bト レンチ Ⅱ層・配石周辺 石 匙 2.0 98 凝灰岩

Eト レンチ・ローム層直上 スクレイパー 4.2 24 チャー ト

24 Cト レンチⅡ～Ⅲ層上部 ク 4,3 凝灰岩

Cト レンチ Ⅱ～Ⅲ層上部 磨石類 7.4 4.9 2.2 玄武岩質溶岩

Bト レンチⅡ層・配石周辺 ク 377 細粒砂岩

Bト レンチ西己石 台  石 38.5 28.0 12.0 17200 玄武岩質溶岩

28 35。 0 31.0 17.0 28000 細礫岩

Bト レンチ 石 棒 57.0 23.0 19。 0 30500 花両岩

第12表  当月遺跡出土石器一覧表
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当月遺琳焼土址土層
1 焼土   軟質,

2 暗褐色土

第104図 遺構平面 。土層断面1図
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おぎ の

25 荻野遺跡

調査目的 給水用減圧槽建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市大野字下ノ原5422他

調査期間 平成15年 12月 8日

調査面積 8m2(対象面積450m2)

概  要

荻野遺跡は扇山 (1,137.8m)東麓の斜面地に位置 し、縄

文・平安時代の遺物散布地である。調査地点は遺跡北端の山

際に当たる。建設予定地の荒蕪地に2m四方の試掘坑を2ヵ

所設定 し、最深 lmま で入力で掘削 した。この結果、基本

層序は表土・暗褐色土 。ローム層であるが、一部で土石流によ

土層が介在する。遺構 。遺物は確認されなかった。このため、

と判断された。

第109図 調査地点

第108図 遺跡位置

る再堆積 と思われる小礫・ローム塊を多数含む

建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いもの
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2
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荻野遺跡土層

1 表土

2 にぶい褐色土

3 にぶい褐色土

4 暗褐色土

粘性・締まり弱い。黒色スコリア (5mm以下)。 月ヽ礫を含む。

第 2層 にローム塊 (10cm以下)がやや多く混じる。

粘性・締まりやや強い。橙色スコリア (5mm以下)。 月ヽ礫・

ローム塊 (2cm以下)を やや多く含む。

第110図 調査区平画・土層図

lm

-103-



うえ の はらあざおおみち

26 上野原字大道地点

調査目的 分譲宅地工事に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市上野原字大道2391-1

調査期間 平成15年 12月 15日

調査面積 37m2(対象面積885m2)

概  要

調査地点は桂川北岸の河岸段丘面に位置する。工事予定地

の荒蕪地に巾 lm・ 長さ 6～ 10mの試掘溝を 6ケ 所設定し、

最深1.Omま で重機掘削機を併用し掘 り下げた。この結果、

表土 (整地層)下の客上がローム層まで達してお り、土木工 第111図 調

事による撹乱を受けていることが確認された。遺構はなく、遺物は客土中で土師器の細片

であった。このため、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

査 地

1点が出上 したのみ

寓

携

彎カ

（＼

第112図 調査地点

|↑

亀全■
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1
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F

上野原字大道地点土層

1 表土   整地層。砂礫・コンクリート塊を含む。

2 灰褐色土 客土。小礫を多く含む。

3 黒褐色土 客土。

4 暗褐色土 粘性・締まりやや強い。橙色スコリア (3mm以下)

やや多く含む。下層ロームとの境は漸移的である。

第113図 調査区平面 。上層図

-105-



調査 目的 県道桐原・藤野線道路改良工事に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市桐原字井太家3966他

調査期間 平成16年 6月 16日

調査面積 20m2(対象面積760m2)

概  要

調査地点は生藤山 (990,3m)南西麓の緩斜地で、県道桐

原・藤野線西側の畑地に位置する。工事予定地のうち北側の

盛土範囲を除いた南側斜面地に2m四 方の試掘坑を 5ケ 所

設定し、最深0。 8mま で重機掘削機を併用して掘り下げた。 第114図

この結果、概ね表土直下がハー ドローム層で、一部に暗褐色上が介在 していた。遺構

た。このため、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

ゆずりはらあざ い た や

27 桐 原字井太家地点

第115図 調査地点

-106-

調 査 地

。遺物は確認 されなかっ

物

MI
ヤ 千

緒

易



A

1

B

C

１

一
　

　

３

E

1

♀      1      lim

桐原字井太家地点土層

1 表土

2 暗褐色土 粘性・締まりやや強い。

角礫 (1～3cm)・ 橙色

スコリア・炭粒を含む。

3 暗褐色土 粘性・締まりやや強い。

角礫 (1～3cm)多 く含む。

第116図 調査区平面 。上層図

D

1
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うえ の はらあざ    さわ

28 上野原字エビ沢地点

調査目的 分譲宅地工事に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市上野原字エビ沢360他

調査期間 平成16年 9月 22日

調査面積 16m2(対象面積1,240m2)

概  要

調査地点は桂川北岸の河岸段丘面で、県道吉野 。上野原停

車場線の諏訪橋南恨Iの宅地に位置する。工事予定地のうち既

存の建物を除 く範囲に2m四方の試掘坑を 4ケ 所設定 し、

最深0.4mま で重機掘削機を併用 して掘 り下げた。この結果、

表土 (整地層)直下がハー ドローム層で、土木工事による撹乱を受けていることが確認された。遺構・遺物は

確認されなかった。このため、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

学

_Vtte

湧さ

観
鵜

第117図 調 査 地
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第118図 調査地点
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上野原宇エビ沢地点土層
1 表土 整地層δ砂礫・コンクリート塊を含む。

lm

第119図 調査区平面 。上層図
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うえ の はらあざしたしんまち

上野原字下新町地点

調査 目的

調 査 地

調査期間

調査面積

概  要

調査地点は上野原市街地にあり、中央 自動車道上野原 IoC

の北約70mに 位置する。地形はほぼ平坦である。近年 まで

木造平屋造アパー トが立ち並ぶ住宅地であったが、調査時は

雑草が茂る空き地となっていた。工事予定地に巾 lm。 長さ

4～ 10mの試掘溝を 8ケ所設定し、最深 lmま で重機掘削機を併用 し掘 り下げた。

調査の結果、表土 (整地層)下に客土があり、土木工事による撹乱を受けていることが確認 された。遺構は

確認されず、遺物はローム層上の暗褐色土中で縄文時代中期後半～後期前半の土器片が数点出土 した。遺構・

遺物の分布が希薄であることなどから、建設予定地に遺跡の存在する可能性は低いものと判断された。

土器 (第 122図)は深鉢で幅広の沈線文が施される。胎上に黒雲母や赤色 。白色の砂粒を含む。色調は暗褐

色で、器厚は最厚1.4cm。 後期前半・堀之内式期に比定される。Fト レンチ第 4層 出土。

キ Ш協
冊キЦ雨

絵
01

∀
/

第121図 調査地点

29

分譲宅地工事に伴う試掘調査

上野原市上野原字下新町654他

平成17年 8月 18日

44m2(対象面積1,433m2)

ギ
じ

一

第120図 調 査 地
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20m

第122図 調査区平面 。上層図、出土遺物

(1/3) 10cm

出土土器

上野原字下新町地点土層

1 表土 整地層。コンクリー ト塊・シル ト質粘土を含む。

2 灰褐色土 客土。締まり強い。

3 黒褐色土 粘性・締まりやや強い。黒色・橙色スコリア

(1～2mm)をやや多 く含む。

4 暗褐色土 粘性・締まりやや強い。橙色スコリア (5mm
以下)を多 く含む。下層ロームとの境は漸移

的である。

H
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ひがし く

30 東 区遺跡

調査目的 個人住宅建設に伴う試掘調査

調 査 地 上野原市鶴島字反保1855-3

調査期間 平成17年 9月 2日

調査面積 12m2(対象面積315m2)

概  要

東区遺跡は桂川南岸の河岸段丘面に位置する。縄文時代中

期の遺物散布地で、これまでに敷石遺構や土器片・石棒・石

皿・打製石斧などの遺物が出土しているが、発掘調査の事例

がないため詳細は不明である。今回の調査地点は遺跡の西縁

に位置する。工事予定地に2m四方の試掘坑を 3ヶ 所設定し、重機掘削機を併用 し掘 り下げた。この結果、

薄い表上の直下がハー ドローム層で、遺構 。遺物は検出されなかった。このため、建設予定地に遺跡の存在す

る可能性は低いものと判断された。
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＼
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第123図  遺跡位置

島田中学校

第124図 調査地点
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野田尻 I遺跡調査状況
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野田尻 I遺跡出土遺物



図版 2

大野字上ノ久保地点 桐原字向山地点 Bト レンチ

田代遺跡第 1地点 田代遺跡第 2地点

狐原 I遺跡調査地点 狐原 I遺跡調査地点

塚場古墳群調査地点



図版 3

沢渡 I遺跡調査地点 桐坪遺跡調査区南端

新井遺跡調査地点 Aト レンチ遺構確認状況

原・郷原遺跡全景 原・郷原遺跡 Iト レンチ遺構確認状況

原・郷原遺跡第 2地点

‰ 巖 盛 ■

原・郷原遺跡第 2地点出土土器



図版 4
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根本山遺跡第 1地点

根本山遺跡第 2地点 根本山遺跡第 3地点土層断面

根本山遺跡第 4地点 黒ノ木遺跡調査地点



図版 5

西ノ原古墳調査地全景

西ノ原古墳石室全景



図版 6

石室床面

石室全景 閉塞部付近



図版 7

西ノ原古墳第Ⅱ次 A地点 西ノ原古墳第 1次 B地点

山風呂遺跡 Bト レンチ土坑確認状況 用竹神戸遺跡調査地点

大間々遺跡調査地点 大間々遺跡竪穴住居確認状況

中群遺跡調査地点 東大野遺跡調査地点



図版 8

裏大越路遺跡調査地点

同 調査状況

寺畑遺跡調査地点



図版 9

盈顧 基 路 ● 守 む

寺畑遺跡出土土器

寺畑遺跡出土石器



図版10

当月遺跡調査地点

当月遺跡配石・焼土址検出状況



図版11

Ⅷ 銭

麓 彎

d
,

|

当月遺跡出土石器



図版12

荻野遺跡調査地点 上野原字大道地点

桐原字井太家地点 上野原字エビ沢地点

上野原字下新町地点 東区遺跡調査地点

牧野遺跡第 1地点 牧野遺跡第 2地点



図版13

慈鍵
`

1 牧野遺跡遠景 (北東から)

写真中央の白い建物が第 3地点。左側に桂川が流れる。

2 第 3地点煉瓦窯発見地近景 (南から)



図版14
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図版15

3 トレンチ北側 (南から) 4 窯上段 (南 から)

5 窯最上段 (西 から) 6 窯上段 (西 から)

7 煉瓦配置状況 (南から) 8 煉瓦配置状況 (南 から)



図版16

10 同 近景 (西から)

9 窯上段 (南 から)

同 近景 (西 から)

同 近景 (西 から)

12 窯中段 (南 から)

近景 (西 から)
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18 同 近景 (西 から)

16 窯下段 (南から)
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19 窯最下段 (南 から)

近景 (西 から)

近景 (南西から)

22 窯東端 (南 から) 23 窯東側 (南から)
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窯東端 (東から)

26 窯中段 (東から)

25 窯中段の床面状況 (南から)

出上した煉瓦と鉄製品
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未焼成煉瓦の断面

煉瓦表面の撫で付け痕
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遺跡名 所在地 経緯度 調査期間 主な時代、遺構・遺物

野田尻 I遺跡 上野原市野田尻378他
】ヒ湘革 35° 38′ 5〃

東経 139° 3〃 47〃
940919´Ψ941001 縄文時代、竪穴住居址 。土器・石器

狐原 Ⅱ遺跡 上野原市新田22-1他
】ヒれ革 35° 36〃 59″

舅こ4と 139°  7〃 38〃
961204-970128 余良時代、竪穴住居址・土器

新井遺跡 上野原市上野原4511他
】ヒ湘革 35° 38〃 5〃

東経 139° 6″ 24〃
970918-970922 平安時代、竪穴住居址・土器

原・郷原遺跡 上野原市西原4666他
】ヒれ革 35° 42〃 31〃

舅こ糸≧139°  0〃 56〃
971006-971013

縄文時代、敷石住居址・配石 。土

器・石器

牧野遺跡 上野原市四方津407他
】ヒ和争 35° 36〃 56〃

舅こ准證139°  5″ 29″
001102´Ψ001215

縄文時代、土器・石器。

明治時代、煉瓦焼成登り窯・煉瓦・鉄製品

根本山遺跡 上野原市上野原1364-1他
】ヒ漁革 35° 37〃 34〃

東経 139° 7〃 5〃
981002-981113

縄文時代、土器・石器。

時代不明、土坑

西ノ原古墳 上野原市大野5372
封ヒ漁革 35° 37〃 56〃

東経 139° 2″ 45〃
990426々ヤ990622 古墳時代、古墳石室

大聞々遺跡 上野原市上野原3832-1他
】ヒ湘革 35° 37″ 47″

男霊准曇139° 6″ 31″
001030-001106 平安時代、竪穴住居址・土器

裏大越路遺跡 上野原市上野原7806他
】ヒ牟幸 35° 38〃 38〃

男霊准旨139°  7″ 21〃
030303-030306

縄文時代、陥し穴状土坑・土器 。石

器

寺畑遺跡 上野原市上野原4014-7他
】ヒね学 35° 37〃 54〃

舅こ准壬139°  6〃 25″
030916-030918

縄文時代、遺物集中都・土器・石器

古代以降、土坑。

当月遺跡 上野原市四方津979-1他
】ヒね単 35° 36″ 47〃

東経139° 5〃 3″
030929-031001

縄文時代、配石・焼土址・土器・石

器



上野原市坦蔵文化財調査報告書 第 1集

山梨県上野原市 市内遺跡発掘調査報告書

平成 18年 (2006)3月 31日発行

編集 。発行 上野原市教育委員会



0              (1/60)             5m
l    f    t    t    I    I

牧野遺跡出上の煉瓦焼成窯平面図






